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【款 商工費 項 商工費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
商工費 ３６８，２５５ ３０３，０９０

商工費 ３６８，２５５ ３０３，０９０

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

商工振興費 ○商工会補助金 （予算現額 21,000千円）
【ま ち づ く り ･ 企 業 支 援 課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 21,000 21,000
平成２９年度 21,000 21,000
増 減 額 0 0

【事業概要】地域総合経済団体として、地域経済発展のための事業を行って
いる市商工会に補助金を交付しました。

【事業成果】組織及び事業の効率化を図るとともに、中小零細企業の立場に
立ったきめ細やかな事業を展開することができました。

○商工会経営発達支援事業補助金 （予算現額 2,000千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 2,000 2,000
平成２９年度 421 421
増 減 額 1,579 1,579

【事業概要】市商工会が策定した経営発達支援計画（計画年度：平成２８年
度～平成３０年度）に沿った事業を新たに推進するために補助金
を交付しました。

【事業成果】市商工会を通じ、中小企業に対し事業運営支援や新たな需要の
掘り起こし、事業持続化や創業の支援を図ることができました。

＜事業計画支援実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

セミナー受講者数 ６３人 ５２人 １１人
事業計画策定件数 ６４件 ６２件 ２件

＜展示会・商談会参加支援実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

出展企業件数 ２２件 １７件 ５件
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【款 商工費 項 商工費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

商工振興費 ○小口融資保証料補てん金 （予算現額 2,000千円）
【ま ち づ く り ･ 企 業 支 援 課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 1,288 1,288
平成２９年度 472 472
増 減 額 816 816

【事業概要】融資申込者が、県信用保証協会の保証を受けるために必要な保
証料を１件当たり２０万円を限度として補てんしました。

【事業成果】中小企業の自主的な経済活動の一助となりました。

＜事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
件 数 ９件 ５件 ４件

○小口融資預託金 （予算現額 60,000千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 60,000 60,000
平成２９年度 60,000 60,000
増 減 額 0 0

【事業概要】中小企業者が設備・運転資金を必要とするとき、迅速かつ低利
で借入れができ、経営の安定を図ることができるように原資を金
融機関に預託し、貸付斡旋事業を実施しました。

【事業成果】資金繰りを支援することで、中小企業の経営安定化を図ること
ができました。

＜事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
融資斡旋件数 ９件 ５ 件 ４件
融資斡旋額 56,000千円 18,100千円 37,900千円

○企業立地報奨金 （予算現額 2,042千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 0 0
平成２９年度 0 0
増 減 額 0 0

【事業概要】山県市企業立地用地活用台帳に登録された土地に、企業立地が
完了後、土地所有者に対し売買価格の１％を報奨金として交付し
ます。

【事業成果】予定していた土地が売買契約完了に至りませんでした。

【不用額】 ２，０４２千円
◇主な理由：交付申請がなっかたため不用額が生じました。
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【款 商工費 項 商工費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

商工振興費 ○工場用地基盤整備事業 （予算現額 49,360千円）
【ま ち づ く り ･ 企 業 支 援 課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 44,123 17,600 26,523
平成２９年度 75,497 42,000 33,497
増 減 額 △31,374 △24,000 △6,974

【事業概要】市内への企業立地促進を図るため、工場用地の周辺環境整備と
して道路整備等を実施しました。

【事業成果】馬坂地区において、道路用地取得及び工作物移転補償、上水道
整備等を行いました。

＜事業費内訳＞
区 分 事 業 費

市道69002号線他改良工事に係る用地取得 10,769千円
市道69002号線他改良工事に伴う工作物移転補償 5,033千円
上水道事業負担金 26,539千円
市道69047号線道路改良に伴う県営かんがい排水事業委託 1,761千円
その他 21千円

【不用額】 ５，２３７千円
◇主な理由：上水道事業の入札差金により、上水道事業負担金に不用額が

生じました。

○企業経営力強化セミナー補助金 （予算現額 450千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 450 450 0
平成２９年度 0 0 0
増 減 額 450 450 0
※その他：ふるさと応援基金

【事業概要】小規模事業の経営力強化のためにセミナーを開催した市商工会
に補助金を交付しました。

【事業成果】多くの小規模事業者がセミナーに参加して経営に関する知識を
学ぶことができました。

＜事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

実施セミナー数 １４回 ０回 １４回
受講者数 ３４１人 ０人 ３４１人
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【款 商工費 項 商工費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

商工振興費 ○企業立地奨励事業 （予算現額 21,316千円）
【ま ち づ く り ･ 企 業 支 援 課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 21,239 0 21,239
平成２９年度 19,387 3,100 16,287
増 減 額 1,852 △3,100 4,952

【事業概要】企業立地や雇用の促進を図るため、奨励金を交付しました。
【事業成果】企業立地奨励金は、申請後３年間（固定資産税相当分）交付す

る制度で、市内事業所の新規投資や事業拡張の推進を図ることが
できました。

＜事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

企業立地奨励金 １１件 ８件 ３件

○商工会スタンプラリー事業補助金 （予算現額 3,000千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 3,000 310 2,690
平成２９年度 3,000 0 3,000
増 減 額 0 310 △310
※その他：ふるさと応援基金

【事業概要】市商工会が市内の地域経済活性化を図る目的として実施したＷ
チャンススタンプラリー事業に対して補助金を交付しました。

【事業成果】多くの事業者が参加し、市内の消費需要を高めることができま
した。

＜参加企業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
企 業 数 １８６社 １８９社 △３社

スタンプラリー抽選会の様子
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【款 商工費 項 商工費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

商工振興費 ○水栓バルブ発祥の地・山県の水栓バルブ製造業リノベーション事業
【ま ち づ く り ･ 企 業 支 援 課】 （地方創生・地域経済牽引事業） （予算現額 36,000千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 32,068 16,034 8,000 8,034
平成２９年度 7,987 3,994 0 3,993
増 減 額 24,081 12,040 8,000 4,041
※その他：合併振興基金

【事業概要】岐阜県と連携して「水栓バルブ産業の集積を活用した成長もの
づくり分野」として地域未来投資促進法による基本計画を作成し、
「生産性の向上」、「人材確保」、「将来性の向上」の３つを柱に地
方創生推進交付金を活用し事業を実施しました。

【事業成果】平成２９年度～令和元年度を事業年度とし、平成３０年度は、
新製品等設備投資補助事業、工場改善・効率化促進事業、新製品
開発事業、次世代技術者確保事業、水栓バルブプロモーションを
行いました。

・合同就職説明会 ５社
・インターンシップ受け入れ勉強会参加者 １９人
・現場診断及び課題改善コンサルティング実施企業 ６社

・地域経済牽引事業補助金 ３社 15,000千円
・大学等共同研究補助金 ３社 2,755千円

企業展示会出展補助事業

インターンシップ受入勉強会

【不用額】 ３，９３２千円
◇主な理由：大学等共同研究補助金において、事業内容の変更により不用

額が生じました。
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【款 商工費 項 商工費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

商工振興費 ○市観光協会補助金 （予算現額 1,350千円）
【ま ち づ く り ･ 企 業 支 援 課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 1,350 1,350
平成２９年度 1,350 1,350
増 減 額 0 0

【事業概要】市の観光振興のため、市観光協会が行う事業に対し補助金を交
付しました。

【事業成果】市外イベントに参加、物産展を主催したことで、見所情報発信
や物産の紹介を行い、季節の体験によって参加者に山県の自然の
恵みの魅力を体感してもらうことができました。
また、「岐阜・やまがた逸品」認定制度を創設し、市内の優れ

た産品を認定・発信する事業をスタートしました。

〔市内の見所紹介〕
○り・ふれっ旬ツアーの開催 ２回（7月、11月）延55人参加
○第13回岐阜やまがた観光フォトコンテスト実施(22人51作品応募)

〔イベント参加・物産展開催（市外）〕
○岐阜県、岐阜県観光連盟主催の観光物産展等へ参加し、山県市の特産
品をＰＲ（３回：名古屋中日ビル・金山駅・岐阜市交通フェスタ）

○marugotoやまがた観光物産フェア開催
（2月1日 ＪＲ岐阜駅 アクティブＧ）

〔イベント参加・協力（市内）〕
○燈す、伊自良夏まつり、みやま川祭り、竹灯籠まつり、たかとみ秋ま
つり、はじかみ林道ウォーキング、やまがた健康・介護フェスタ、
グリーンプラザイルミネーション、山県市無形文化財発表会

〔「岐阜・やまがた逸品」認定制度〕
○１６事業２６品目認定

11月「連柿作り・柿渋染め」 「岐阜・やまがた逸品」認定

2月「marugotoやまがた観光物産フェア」
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【款 商工費 項 商工費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

商工振興費 ○山県さくら観光プロデュース事業 （予算現額 3,780千円）
【ま ち づ く り ･ 企 業 支 援 課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 3,780 34 3,746
平成２９年度 0 0 0
増 減 額 3,780 34 3,746
※その他：物品収入

【事業概要】市観光ＰＲのため、季節に合わせた観光施設や観光名所などの
魅力的な情報を、Ｖチューバー山県さくらを活用しYoutube動画
で配信したり、市へ観光誘客のためイベントを開催しました。

【事業成果】山県さくらを軸に事業展開することで、新たに若年層を中心に
市の認知度向上が図られ、観光誘客につながりました。

〔イベント開催〕
○山県さくらコラボカフェを期間限定で開店
・開店期間 2/1～2/14
・山登りをイメージしたカフェを展開
・限定グッズや限定メニューを提供

○山県忍者道場を開催
・明智光秀ゆかりの地により、子ども
を対象に山県忍者道場を開催
・参加者が忍者衣装を着て、手裏剣や殺陣
を訓練し、忍者顔負けのアクションを披露しました。

〔魅力発信動画の配信〕
○カタクリ群生地等紹介動画 （3／7動画配信）

○ｻｲｸﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞと桜等紹介動画（3/21動画配信）
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【款 商工費 項 商工費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

観光振興費 ○名山めぐりマンガ作成事業 （予算現額 150千円）
【ま ち づ く り ･ 企 業 支 援 課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 150 150
平成２９年度 150 150
増 減 額 0 0

【事業概要】市内への観光誘客、地域の消費拡大を図るため、イメージキャ
ラクター「山県さくら」を活用したイラスト・マンガを作成しま
した。

【事業成果】商工会、観光協会が中心となり初めて認定した山県産品「岐阜
・やまがた逸品」の認定ロゴマークを作成した他、「明智光秀ゆ
かりの地 山県市」をＰＲする武将 山県さくらのイラスト、市内
の観光資源をＰＲする各種イラスト・マンガを作成、活用して、
山県市の魅力を発信しました。

・岐阜・やまがた逸品認定ロゴ作成
・山県さくらの新たなイラストを作成
・山県さくら物語 短編マンガ１編

「岐阜・やまがた逸品」認定ロゴ マンガ「さくらの冬休み」

武将 山県さくら、ミニ武将 山県さくら

新たなイラスト
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【款 商工費 項 商工費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

観光振興費 ○香り会館指定管理事業 （予算現額 14,233千円）
【ま ち づ く り ･ 企 業 支 援 課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 14,233 14,233
平成２９年度 0 0
増 減 額 14,233 14,233

【事業概要】今年度から５年間、四国山香りの森公園及び香り会館を指定管
理者へ委託、展示室をリニューアルし「香るスタジオ」として指
定管理者が改修を行い、香りをテーマとしたまちづくりの中核施
設として、市内外の交流促進を図りました。

【事業成果】指定管理者制度を導入することにより、運営経費を削減するこ
とができました。また、運営については、指定管理者による広報
ＰＲやイベント出店など、民間活用の良さを発揮して香り会館の
体験者数が増加となりました。

＜運営実績＞ （単位：千円・人）

区 分 平成３０年度(指定管理) 平成２９年度(直営) 増 減
香 り 会 館 ﾊｰﾌﾞﾚﾝﾄﾞ 合 計 香 り 会 館 ﾊｰﾌﾞﾚﾝﾄﾞ 合 計

人 件 費 － － － － － 9,608 △9,608
材 料 費 － － － － － 2,046 △2,046
管 理 費 － － － － － 4,199 △4,199
費用合計 － － － － － 15,853 △15,853
売 上 － － － 1,656 5,227 6,883 △6,883
指 定 管 理 料 － － 13,990 － － 0 13,990
利用者数 5,902 10,972 16,874 8,155 11,476 19,631 △2,757

リース ハーブティー

＜関連事業＞
Ｐ１５３ 四国山香りの森公園指定管理事業
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【款 商工費 項 商工費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

観光振興費 ○伊自良湖周辺管理事業 （予算現額 3,617千円）
【農林畜産課】

（ま ち づ く り ･ 企 業 支 援 課） [事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 3,578 399 3,179
平成２９年度 4,334 708 3,626
増 減 額 △756 △309 △447
※その他：各種使用料、財産貸付収入

【事業概要】伊自良農産物直売所・伊自良緑地等中央管理センター、伊自良
湖ステージ、屋外トイレ（２箇所）、遊歩道（パトロール・草刈
・桜病害虫等駆除）など伊自良湖周辺の各維持管理業務等を行い
ました。

【事業成果】伊自良湖周辺の施設や環境等を維持管理し、訪問客への利便性
の確保を図ることができました。

＜運営実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
委 託 料 ２，１１３千円 ２，３８４千円 △２７１千円
管 理 費 １，４６５千円 １，９５０千円 △４８５千円
費用合計 ３，５７８千円 ４，３３４千円 △７５６千円
収 入 ３９９千円 ７０８千円 △３０９千円
入込客数 １６，２０７人 １３，６６４人 ２，５４３人

観光振興費 ○伊自良キャンプ場管理事業 （予算現額 263千円）
（ま ち づ く り ･ 企 業 支 援 課）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 125 125
平成２９年度 374 374
増 減 額 △249 △249

【事業概要】閉鎖した伊自良キャンプ場用地の返還事務が完了した６月まで
の期間について、引き続き市が管理を行いました。

【事業成果】土地所有者との協議が円滑に進み、民間投資による跡地利用が
決定しました。

＜運営実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
委 託 料 ７０千円 １１２千円 △４２千円
管 理 費 ５５千円 ２６２千円 △２０７千円
費用合計 １２５千円 ３７４千円 △２４９千円
収 入 ０千円 ０千円 ０千円
利用組数 ０組 ０組 ０組
利用者数 ０人 ０人 ０人
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【款 商工費 項 商工費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

観光振興費 ○グリーンプラザみやま管理事業 （予算現額 74,786千円）
【ま ち づ く り ･ 企 業 支 援 課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 25,955 19,300 600 6,055
平成２９年度 14,041 7,100 600 6,341
増 減 額 11,914 12,200 0 △286
※その他：指定管理者納付金

【事業概要】都市住民等を受け入れるべく、安全安心な施設管理及び整備を
行い、新たにオートキャンプサイトの設計及び工事を実施しまし
た。なお、運営は指定管理者により行いました。

【事業成果】令和元年７月開設に向けてオートキャンプサイトは工事中、そ
の他、各種工事は完了し利用者の安全が確保できました。

＜事業費内訳＞
区 分 事 業 費

オートキャンプサイト設計委託料 5,616千円
オートキャンプサイト整備工事 6,710千円
浄化槽保守点検委託料、土地借地料、修繕費等 5,572千円
キャンプ場ロッジ屋根・外壁塗装工事（２棟） 2,958千円
キャンプ場バンガロー雨よけテント取替等修繕工事 1,017千円
キャンプ場芝生広場浄化槽水中ブロア修繕工事 558千円
キャンプ場芝刈機取替修繕工事 206千円
コテージ村宿泊棟内階段周り工事 776千円
コテージ村宿泊棟屋根塗装工事（２棟） 2,542千円

計 25,955千円

＜利用者数＞ （単位：人）
平成３０年度 平成２９年度

増 減
ｷｬﾝﾌﾟ場 ｺﾃｰｼﾞ村 合 計 ｷｬﾝﾌﾟ場 ｺﾃｰｼﾞ村 合 計
2,956 7,206 10,162 3,984 8,090 12,074 △1,912

コテージ村近景 オートキャンプサイト工事状況

◆翌年度繰越額 ４７，６７４千円
オートキャンプサイトの造成及び建築工事の実施設計において、関係機
関との調整に想定外の時間を要したことで、年度内の造成及び建築工事
の完了が困難となったため、次年度へ繰越しました。

【不用額】 １，１５７千円
◇主な理由：入札差金等により不用額が生じました。
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【款 商工費 項 商工費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

観光振興費 ○観光コンテンツブラッシュアップ等事業（地方創生）（予算現額 7,000千円）
【ま ち づ く り ･ 企 業 支 援 課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）

特 定 財 源
区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源

支出金
平成３０年度 6,998 3,499 1,700 1,799
平成２９年度 11,842 5,921 0 5,921
増 減 額 △4,844 △2,422 1,700 △4,122
※その他：合併振興基金

【事業概要】市内観光施設等の潜在的なポテンシャルを高め、それらを有機
的に結びつけ、交流人口の増加を促進するため、観光・体験型
コンテンツの改善、磨き上げ、周遊化の促進を図り、内外に広
く発信しました。

【事業成果】市内の観光・体験型コンテンツの共通点に着目し、子ども向け
学習コンテンツ「YAMAGATA ACADEMY」としてコンテンツを改善、
磨き揚げを実施、ＪＴＢ中部発行の「感動十景」（発行数70,000
部）に９月、１２月、３月号に各１ページ掲載した他、google上
に広告を掲載し、ＰＲを図りました。また、事業者間の連携、コ
ース・周遊化のためのワークショップを開催し、作成した個人向
けモデルコースをホームページasoview!上に掲載し、ＰＲを図る

と同時に地域内事業者間のコミュニケーションを図ることができ
ました。

「感動十景」掲載ページ

ワークショップ
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【款 土木費 項 土木管理費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
土木費 １，３６２，２６９ １，１０１，６４８

土木管理費 １１８，４１１ １１５，８０２

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

土木総務費 ○道路台帳整備委託事業 （予算現額 4,274千円）
【建設課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 4,274 4,274
平成２９年度 2,852 2,852
増 減 額 1,422 1,422

【事業概要】平成２９年度に道路形状を変更又は廃止した路線を更新しまし
た。

【事業成果】更新された成果をデジタル化することにより地番図データ等と
一括管理でき、市民からの問合せにも的確に情報提供することが
できました。平成３０年度は、平成２９年度分（平成２９年４月
～平成３０年３月）工事完了箇所、承認工事等の現地調査、測量
及び内業として次の事業を実施できました。

・資料収集整理 １．０式
・道路台帳図更新 １．０式
・道路平面測量
（拡幅改良・側溝防護柵設置等） ４．５ｋｍ

・道路台帳調書更新 １．０式

○工事検査管理監報酬 （予算現額 2,879千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 2,846 2,846
平成２９年度 2,846 2,846
増 減 額 0 0

【事業概要】市が行う各種工事の検査について、専門知識を有する検査管理
監を雇用し、適切な検査を実施しました。

【事業成果】適切な工事検査を実施することにより、工事の品質確保と職員
の資質向上を図ることができました。
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【款 土木費 項 土木管理費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

土木総務費 〇地籍調査事業 （予算現額 1,238千円）
【建設課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 1,090 0 1,090
平成２９年度 872 525 347
増 減 額 218 △525 743

【事業概要】高富地区（字寺洞）の再調査を行いました。
【事業成果】境界紛争の防止、公共事業の円滑化、課税の適正化及び災害復

旧の円滑化を行うとともに、土地の実態を正確に把握し、土地の
有効利用と保全を図ることができました。

高富地区（字寺洞）（0.11k㎡）
・Ｅ２工程…一筆地調査

平成３０年度地籍調査成果品
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【款 土木費 項 道路橋梁費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
土木費 道路橋梁費 ５９４，７６７ ４３９，８２９

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

道路橋梁維持費 ○除雪委託事業 （予算現額 15,000千円）
【建設課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 9,635 9,635
平成２９年度 18,146 18,146
増 減 額 △8,511 △8,511

【事業概要】３７の業者に除雪作業を委託しました。
（Ｈ３０年１２月～Ｈ３１年３月）

【事業成果】凍結防止剤を散布し、出勤、通学時における交通の確保を行う
ことができました。

＜出動実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

除雪出動 ０回 ９回 △９回
融雪剤散布 ５９回 ７２回 △１３回

【不用額】 ５，３６５千円
◇主な理由：除雪作業がなかったため不用額が生じました。

○各種道路橋梁維持事業 （予算現額 60,000千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 59,240 1,300 1,510 56,430
平成２９年度 48,228 0 500 47,728
増 減 額 11,012 1,300 1,010 8,702
※その他：ふるさと応援基金

【事業概要】市道における舗装補修、小修繕工事、交通安全に関する施設整
備等を施工し、適正な管理を行いました。

【事業成果】補修することにより、歩行者及び自動車利用者の安全性を確保
することができました。

＜内訳＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

舗装点々補修工事 14,845千円 13,974千円 871千円
79箇所 178箇所 △99箇所

(1,111㎡) (855㎡) (256㎡)
道路小修繕工事 40,594千円 28,947千円 11,647千円

232箇所 210箇所 22箇所
路側線補修工事 1,973千円 3,633千円 △1,660千円

13箇所 10箇所 3箇所
(3,991ｍ) (7,545ｍ) (△3,554ｍ)

交通安全防護柵設置工事 1,828千円 1,674千円 154千円
11箇所(177ｍ) 3箇所(109ｍ) 8箇所(68ｍ)
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【款 土木費 項 道路橋梁費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

道路橋梁維持費 ○橋梁耐震・補修事業 （予算現額 76,700千円）
【建設課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 76,140 36,753 15,400 23,987
平成２９年度 93,679 35,565 17,000 41,114
増 減 額 △17,539 1,188 △1,600 △17,127

【事業概要】今後、ますます老朽化する橋梁の修繕及び架替えに係る費用を
縮減するため、主要な橋梁から順次補修に着手しました。

【事業成果】効果的な補修工事を実施し、コスト縮減及び長寿命化を図るこ
とができました。

＜橋梁長寿命化事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

橋梁耐震・補修設計委託 ２橋 ０橋 ２橋
橋梁耐震・補修工事 ２橋 １橋 １橋

円原中切橋補修工事
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【款 土木費 項 道路橋梁費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

道路新設改良費 ○県事業負担金 （予算現額 1,100千円）
【建設課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 266 266
平成２９年度 7,527 7,527
増 減 額 △7,261 △7,261

【事業概要】県が市内において施工する道路改良工事等の事業費に対する負
担金（事業費の１０％）を支出しました。

【事業成果】県に対し負担した事業が、次のように整備されました。

＜負担金内訳＞
路 線 名 地 区 工 種（事業） 負担金額

一般国道 418号 中洞市場 道路詳細修正設計 59千円
〃 水品 用地補償 149千円

主要地方道 岐阜美山線 梅原 用地県債補償 48千円
一般国道 256号 西深瀬他 現場監督・設計 10千円

○道路改良調査設計委託料 （予算現額 76,600千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 68,214 28,353 0 39,861
平成２９年度 24,990 5,127 3,400 16,463
増 減 額 43,224 23,226 △3,400 23,398

【事業概要】道路改良事業に伴う測量設計及び用地測量（境界確定）を実施
しました。

【事業成果】事業実施に際し、官民境界を確定すること等により事業の円滑
化を図ることができました。

＜道路改良調査設計等委託事業＞
平成３０年度
調査設計委託料 61,101千円
市道02011号線用地測量業務 西深瀬 農免
市道東浦線（15002号）道路詳細設計業務 伊東～尾ヶ洞
市道14009号線道路詳細設計業務 伊東～中央通り
市道11013号線道路標識及び交差点照明設計業務 本町～南
市道11129号線道路詳細設計業務 森
その他調査設計５業務

境界確定業務等委託料 7,113千円
市道60006号線道路改良に伴う境界確定業務 徳永地内
市道14105号線道路改良に伴う境界確認業務 笹倉地内
市道69092号線道路改良に伴う境界確定業務 西植野地内
市道62037号線道路改良に伴う境界確認業務 青波地内
その他境界確定等１０業務

◆翌年度繰越額 ３，７００千円
市道11129号線道路改良工事（武士ヶ洞）事業の繰越により、工事積算業
務委託費を次年度へ繰越しました。

【不用額】 ４，６８６千円
◇主な理由：入札差金等により不用額が生じました。
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【款 土木費 項 道路橋梁費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

道路新設改良費 ○道路改良工事 （予算現額 329,858千円）
【建設課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 195,769 42,635 90,000 63,134
平成２９年度 128,934 26,609 34,700 67,625
増 減 額 66,835 16,026 55,300 △4,491

【事業概要】道路改良工事及び舗装改良工事で合わせて４５路線の改良を実
施しました。

【事業成果】幹線市道を中心に道路の拡幅・舗装改良を行い、生活基盤の向
上を図ることができました。

・市単独事業
市道大北線（11103号）道路改良工事 ６，０９６千円
市道向塚線（14091号）道路改良工事 ４，３３９千円
市道斧田線（20062号）路側改良工事 ３，３５３千円
市道上大門線（69059号）道路改良工事 ３，５４２千円
市道柿野洞線（68026号）道路改良工事 ４，０２６千円
市道徳永線（60006号）道路改良工事 ３，７４５千円
市道岩佐線（69074号）道路改良工事 ８，２８７千円
伊佐美地内舗装改良工事 ３，２８８千円
その他 ３６路線 １１９，１４４千円

合計 １５５，８２０千円

・社会資本整備総合交付金事業
市道02011号線道路改良工事 ３９，９４９千円

市道02011号線道路改良工事（西深瀬農免）

◆翌年度繰越額 １２９，８８１千円
市道１１１２９号線道路改良事業及び市道馬坂線道路改良事業について
、関係者との協議に不測の日数を要したことにより、事業費を次年度へ
繰越しました。

【不用額】 ４，２０８千円
◇主な理由：入札差金等により不用額が生じました。
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【款 土木費 項 河川費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
土木費 河川費 ６０，２０２ ５３，９９７

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

河川維持費 ○河川除草委託料 （予算現額 10,800千円）
【建設課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 9,964 9,964
平成２９年度 9,391 9,391
増 減 額 573 573

【事業概要】河川除草委託を行いました。
【事業成果】一級河川及び準用河川の堤防除草を行うことにより、保全管理

ができました。

一級河川及び準用河川 鳥羽川 他 １４本
除草面積 Ａ＝８４，２００㎡

○普通河川浚渫工事 （予算現額 1,000千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 454 454
平成２９年度 1,095 1,095
増 減 額 △641 △641

【事業概要】高富地内（長尾川）の河川土砂撤去工事を行いました。
【事業成果】普通河川の通水断面を確保し機能維持を図ることができまし

た。

河川改良費 ○河川改良事業 （予算現額 40,761千円）
【建設課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 35,938 35,938
平成２９年度 19,459 19,459
増 減 額 16,479 16,479

【事業概要】河川等の改修測量設計及び改良工事を行いました。
【事業成果】市街地における排水路整備をすることにより、生活環境の向上

を図ることができました。

落堀川改修用地測量業務 １３，５１２千円
落堀川改修測量設計業務 ８，５３２千円
三田叉川改修予備設計業務 ８，３７０千円
向仙谷詳細設計業務 ２，６４６千円
中洞地内河川改良工事 Ｌ＝５．７ｍ ９７１千円
その他２業務 １，９０７千円

合計 ３５，９３８千円

【不用額】 ４，８２３千円
◇主な理由：入札差金等により不用額が生じました。
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【款 土木費 項 河川費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

河川改良費 ○河川改良事業負担金 （予算現額 7,641千円）
【建設課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）

特 定 財 源
区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源

支出金
平成３０年度 7,641 7,641
平成２９年度 0 0
増 減 額 7,641 7,641

【事業概要】県が市内において施工する広域河川改修事業、鳥羽川（三田叉
川掘削護岸工）工事の三田叉川桶管改築事業費に対する負担金（事
業費の４１．３％）を支出しました。

【事業成果】県に対し負担した事業が、次のように整備されました。

＜負担金内訳＞
路 線 名 地 区 工 種（事業） 負担金額

鳥羽川改修事業 高木 三田叉川桶管改築工事 7,641千円
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【款 土木費 項 都市計画費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
土木費 都市計画費 ５７３，９２０ ４７８，３７８

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

都市計画総務費 ○山県ターミナル整備事業 （予算現額 265,792千円）
【ま ち づ く り ･ 企 業 支 援 課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 198,441 86,700 45,000 25,400 41,341
平成２９年度 43,869 36,400 2,400 4,100 969
増 減 額 154,572 50,300 42,600 21,300 40,372
※その他：合併振興基金、ふるさと応援基金

【事業概要】高齢化に伴う交通弱者の増加対策や地域間交流衰退への対策の
ため、地域住民のみならず誰もが快適に利用できる公共交通体系
の構築を目指すため、新たな交通結節点となるバスターミナル整
備に向けた詳細設計及び用地取得等を行いました。

【事業成果】バスターミナル整地等詳細設計、バスターミナル本体部分及び
周辺道路の一部用地取得等ができました。

◆翌年度繰越額 ３５，０００千円
バスターミナルの造成工事については、工場用地残土を４月から搬入す
ることとしたため、次年度へ繰越しました。

【不用額】 ３２，３５１千円
◇主な理由：電線路移転箇所の延長が短くなったため不用額が生じまし

た。

○都市計画基礎調査等委託事業 （予算現額 12,767千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 7,211 2,189 5,022
平成２９年度 0 0 0
増 減 額 7,211 2,189 5,022

【事業概要】５年ごとに岐阜県が実施する「都市計画基礎調査」について、
県の委託により土地利用現況等の各項目について調査を行いまし
た。また、調査結果を用いて、県から依頼された「都市計画区域
マスタープラン」の市としての改定素案の作成や都市計画施設等
の方針の検討も行いました。

【事業成果】県に基礎調査結果を納品するとともに、調査により把握した都
市計画区域における現状や課題を基に今後の都市計画の目標や方
針等の市素案を作成しました。

【不用額】 ５，５５６千円
◇主な理由：入札差金及び事業調整により不用額が生じました。
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【款 土木費 項 都市計画費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

公園費 ○公園施設維持管理事業 （予算現額 25,284千円）
【建設課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 23,357 113 23,244
平成２９年度 29,892 322 29,570
増 減 額 △6,535 △209 △6,326
※その他：公園使用料

【事業概要】市が管理する公園について、利用者が安全で快適に使用できる
よう必要な維持管理を行いました。

【事業成果】公園利用者の安全性と快適性を保持することができました。

【不用額】 １，９２７千円
◇主な理由：光熱水費の減少と樹木等管理業務委託の入札差金により不用

額が生じました。

○四国山香りの森公園指定管理事業 （予算現額 6,000千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 6,000 0 6,000
平成２９年度 7,399 50 7,349
増 減 額 △1,399 △50 △1,349
※その他：香りドーム使用料

【事業概要】平成３０年度から５年間、四国山香りの森公園及び香り会館と
一体で運営管理について指定管理制度を導入しました。

【事業成果】管理者が常駐することとなったため、利用者への対応が速やか
に行うことができるとともに経費削減にもつながりました。

＜運用実績＞ （単位：千円）
区 分 平成30年度 平成29年度 増 減 備 考

人件費 0 310 △310
光熱水費 0 2,395 △2,395
消耗品費 0 101 △101
修繕費 0 213 △213
自転車防犯登録 0 16 △16
委託料 0 4,364 △4,364 芝木等管理、下草刈等
使用料 0 △50 50 香りドーム使用料
指定管理料 6,000 0 6,000
合 計 6,000 7,349 △1,349

＜関連事業＞
Ｐ１４０ 香り会館指定管理事業
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【款 土木費 項 都市計画費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

公園費 ○公園施設整備事業 （予算現額 4,241千円）
【建設課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県 支 地方債 その他 一般財源
支出金 出金

平成３０年度 4,218 4,218
平成２９年度 1,023 1,023
増 減 額 3,195 3,195

【事業概要】公園利用における、利便性や安全性向上のため施設改修を行い
ました。

【事業成果】香りドーム外周露天部の塗替え、大型遊具の周辺整備を行いま
した。

＜主な事業実績＞
香りドーム外周部塗装工事 ３，３０６千円

四国山香りの森公園香りドーム（全景）

四国山香りの森公園香りドーム（外周露天部）
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【款 土木費 項 住宅費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
土木費 住宅費 １４，９６９ １３，６４１

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

住宅管理費 ○木造住宅耐震診断事業 （予算現額 465千円）
【建設課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 232 115 58 59
平成２９年度 279 138 69 72
増 減 額 △47 △23 △11 △13

【事業概要】診断申込みがあった住宅所有者に対し、岐阜県木造住宅耐震相
談士を派遣して耐震診断を実施し、その結果を申請者に報告しま
した。

【事業成果】５人が制度を利用し、地震に対する家屋の安全意識啓発向上を
図ることができました。

＜事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

木造住宅耐震診断事業 ５件 ６件 △１件

○木造住宅耐震補強工事費補助金 （予算現額 2,862千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 2,862 1,062 900 900
平成２９年度 1,161 561 300 300
増 減 額 1,701 501 600 600

【事業概要】木造住宅耐震補強工事を実施した住宅所有者に対し、補助金を
交付しました。

【事業成果】３人が制度を利用し、地震に対する家屋の耐震性向上を図るこ
とができました。

＜事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

木造住宅耐震補強工事 ３件 １件 ２件
費補助事業
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【款 土木費 項 住宅費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

住宅管理費 〇建築物耐震診断補助金 （予算現額 2,101千円）
【建設課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 1,583 633 475 475
平成２９年度 1,104 552 276 276
増 減 額 479 81 199 199

【事業概要】診断申込みがあった建物所有者に補助金を交付しました。
【事業成果】１棟の建物が制度を利用し、地震に対する建物の安全意識の向

上を図ることができました。

○新築等祝金事業・住宅等取得祝金事業 （予算現額 5,537千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 5,285 5,285
平成２９年度 9,554 9,554
増 減 額 △4,269 △4,269

【事業概要】支給条件に該当する市民に対し、新築等祝金事業（事業期間：
平成２５～３０年度）は固定資産税相当額、住宅等取得祝金事業
（平成２９年度開始事業）は、１棟につき１０万円を山県まちづ
くり振興券にて交付しました。

【事業成果】新築等祝金事業は新規申請の受付を終了しており、また、住宅
等取得祝金事業は事業移行により平成２９年度に２年分の申請が
あったため、利用者が前年度より５２件減りましたが、当該事業
実施により定住促進及び地域活性化や市内の商工業の振興を図る
ことができました。

＜事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

新築等祝金事業 ２１件 ５６件 △３５件
住宅等取得祝金事業 ４０件 ５７件 △１７件

○市営住宅改修事業 （予算現額 929千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 929 929
平成２９年度 940 940
増 減 額 △11 △11

【事業概要】市営住宅サンセイス美山において、老朽化に伴う電気温水器取
替工事を行いました。

【事業成果】電気温水器取替工事を行い、入居者の利便性の向上を図ること
ができました。
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【款 消防費 項 消防費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
消防費 １，０２４，６３０ １，００６，９８９

消防費 １，０２４，６３０ １，００６，９８９

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

常備消防費 ○常備消防広域化事業 （予算現額 500,176千円）
【総務課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 499,653 0 34,400 0 465,253
平成２９年度 263,087 1,025 188,600 37,286 36,176
増 減 額 236,566 △1,025 △154,200 △37,286 429,077
※その他：消防施設基金

【事業概要】平成３０年４月から常備消防の広域化（４市１町）に伴い、岐
阜市へ消防事務の委託を行いました。また、車両や施設の整備を
行いました。

【事業成果】広域化により、消防本部の所有する車両等が増え、初動時の出
動体制の充実が図られたほか、人員を再配置することで、不足
している現場の体制が強化され、迅速で効果的な災害対応が可
能となりました。

＜主な事業＞ （単位：千円）
内 訳 金 額

消防事務委託事業 ４９３，９６６
山県消防署食堂改修事業 ３，６７２
消防緊急通信指令施設撤去工事 １，９６６

消防署食堂改修

非常備消防費 ○消防団活動事業 （予算現額 43,784千円）
【総務課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 38,940 8,339 30,601
平成２９年度 35,990 6,522 29,468
増 減 額 2,950 1,817 1,133
※その他：損害補償費、退職報償金

【事業概要】地域防災の要である消防団として各種災害に備えるため、資機
材の点検整備や機動演習等を実施しました。

【事業成果】訓練や活動を通して、団員の技術向上と士気の高揚を図ること
ができました。

次頁につづく
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【款 消防費 項 消防費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

非常備消防費 ○消防団活動事業 （つづき）
【総務課】

＜分団構成＞
分団名 平成30年度 平成29年度 比 較 備 考
本 部 ４人 ４人 ０人 団長、副団長
分 団 ３５８人 ３５８人 ０人 第１～10分団
機能別 １７８人 １７８人 ０人 予備､女性､北山､ラッパ、

柿野洞、支援

合 計 ５４０人 ５４０人 ０人

消防操法大会 消防出初式

【不用額】 ４，８４４千円
◇主な理由：退団者が少なく退職報償金の支払いが少なかったため、不用

額が生じました。

○消防団装備整備事業 （予算現額 1,729千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 1,655 0 1,655
平成２９年度 4,091 2,100 1,991
増 減 額 △2,436 △2,100 △336

【事業概要】迅速な消火活動を行うため、消防用ホースを更新しました。
【事業成果】消火活動における機動力の向上を図ることができました。

＜主な事業＞
事 業 名 平成30年度 平成29年度 備 考

消 防 用 ホ ー ス ３６本 ０本 消防用ホース（65mm）

○防火団体育成事業 （予算現額 3,918千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 1,843 1,000 843
平成２９年度 4,091 2,100 1,991
増 減 額 △2,248 △1,100 △1,148
※その他：コミュニティ助成

次頁につづく
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【款 消防費 項 消防費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

非常備消防費 ○防火団体育成事業 （つづき）
【総務課】

【事業概要】コミュニティ助成事業で、全国女性消防操法大会出場に向けて
軽可搬ポンプ一式を購入しました。

【事業成果】全国女性操法大会出場に向けた活動の準備が整いました。

軽可搬ポンプ一式

【不用額】 ２，０７５千円
◇主な理由：全国大会に向け、選手を人選し訓練等を行う予定でしたが、

選手人選に苦慮したことにより訓練等は行わず、軽可搬ポンプ
の購入のみ行ったため、費用弁償等の不用額が生じました。

消防施設費 ○消防施設整備事業 （予算現額 21,290千円）
【総務課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 20,702 6,763 6,400 7,539
平成２９年度 19,085 6,119 5,500 7,466
増 減 額 1,617 644 900 73

【事業概要】耐震性防火水槽（100㎥）の新設、防火水槽の改修、消火器具
の消防用ホース等を購入、第８分団詰所の設計委託をしました。

【事業成果】消防施設等の維持管理を図ることで、火災に備えた体制の強化
が図られるとともに、第８分団詰所改修に向けた設計を行うこと
ができました。

＜主な事業＞
事 業 名 平成３０年度 平成２９年度 増 減

耐震性防火水槽 １箇所 １箇所 ０箇所
防火水槽改修 ２箇所 ２箇所 ０箇所

施工前 施工後
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【款 消防費 項 消防費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

防災対策費 ○防災対策事業 （予算現額 32,454千円）
【総務課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 30,881 2,200 28,681
平成２９年度 23,211 300 22,911
増 減 額 7,670 1,900 5,770

【事業概要】非常時の通信体制確保のため、防災行政無線（同報系・移動系）
の保守点検を実施しました。
戸別受信機が経年劣化により大量に故障したことを受け、戸別
受信機の修繕やリユース品の購入、防災行政無線屋外拡声子局
等の設備修繕を行い、災害時の情報伝達手段の維持を図りまし
た。
防災行政無線設備のデジタル化に向けた調査設計業務を実施し
ました。
Ｊアラート受信機（旧型）の運用が平成３０年度末で終了する
ことを受け、新型の受信機設備への取替を行いました。
防災情報ネットワークシステムサーバーを使用し、防災メール
を市職員や市民向けに配信し、災害等の情報伝達を行いました。
また、防災情報ネットワークシステムに緊急速報メールを連携
カスタマイズし、避難勧告等の情報をスマートフォン等へ一斉
配信できるようシステムを構築しました。
防災体制強化のため、備蓄資材・食料の購入などを行いました。
防災用発電機・庁舎用発電機・情報用発電機の燃料を購入し、
災害による停電への体制整備を図りました。
市総合防災訓練を市、関係機関、市民の連携により実施し、防
災体制の強化を図りました。
自治会等の自主防災組織の活動を推進するため、防災活動に要
する経費の一部を助成しました。

【事業成果】各種防災対策事業の実施により、災害時における防災体制の強
化・充実を図ることができました。また、市民の防災に関する意
識の高揚につながりました。

＜主な事業実績＞ （単位：千円）
内 訳 金 額

防災行政無線保守点検委託 １０，１９２
戸別受信機・屋外拡声子局等修繕 ２，２２３
戸別受信機リユース品・防災備蓄燃料保存容器購入 ４２３
防災行政無線調査設計業務委託 １，２９６
Ｊアラート受信機設備機器購入 ２，２４１
防災情報ネットワークシステムサーバー使用 １，１６６
緊急速報メール連携カスタマイズ委託 ２１４
防災備蓄食料・資材購入 １，５３６
市総合防災訓練 ２１９
自主防災組織活動補助金 １１９
防災士取得助成事業 １３９

【不用額】 １，５７３千円
◇主な理由：防災備蓄食料購入及びＪアラート受信機設備購入時の入札差

金により不用額が生じました。
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【款 教育費 項 教育総務費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
教育費 １，０１３，７８２ ９７４，５４６

教育総務費 １６７，３３３ １６４，１６７

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

事務局費 ○まちづくり振興券配布業務委託料 （予算現額 440千円）
【学校教育課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 440 440
平成２９年度 427 427
増 減 額 13 13

【事業概要】私立幼稚園に通園する園児の保護者に対し、まちづくり振興券
を交付するための仕分け・封入・封緘・郵送に係る業務の委託を
行いました。

【事業成果】交付対象となる園児の保護者に対し、まちづくり振興券を確実
に配布することができました。

＜事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
交付人数 １３６人 １２９人 ７人
交付枚数 ２６，００９枚 ２３，６６７枚 ２，３４２枚

○私立幼稚園就園奨励費補助金 （予算現額 22,556千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 22,116 7,370 14,746
平成２９年度 20,602 6,536 14,066
増 減 額 1,514 834 680

【事業概要】私立幼稚園の設置者が、当該幼稚園に通園し、かつ、本市に住
民登録している満３歳から５歳の園児の保護者に対して行った保
育料等の減免に対し、就園奨励費補助金を交付しました。

【事業成果】保護者の経済的負担を軽減するとともに、公・私立幼稚園間に
おける保護者負担の格差の是正を図り、幼稚園への就園機会の確
保を図ることができました。

＜事業実績＞

所 得 階 層 区 分
人 数

平成３０年度 平成２９年度 増 減
生活保護の世帯 ０人 ０人 ０人
市民税が非課税・市民税の所得割が １５人 １１人 ４人
非課税の世帯
市民税の所得割課税額が77,100円 １４人 １３人 １人
以下の世帯
市民税の所得割課税額が211,200円 １００人 １０１人 △１人
以下の世帯
上記区分以外の世帯 ２１人 １７人 ４人

合 計 １５０人 １４２人 ８人
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【款 教育費 項 教育総務費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

事務局費 ○幼稚園保育料助成金 （予算現額 26,723千円）
【学校教育課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 26,009 26,009
平成２９年度 23,667 23,667
増 減 額 2,342 2,342

【事業概要】私立幼稚園に通園する３歳から５歳の園児の保育料等の一部を
助成するため、交付対象となる園児の保護者に対し、まちづくり
振興券を交付しました。

【事業成果】子育てに係る経済的負担感の軽減を図るとともに、出産・育児
にやさしい環境づくりを推進することができました。

＜事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
交付人数 １３６人 １２９人 ７人
交付枚数 ２６，００９枚 ２３，６６７枚 ２，３４２枚

○教育ローン利子補給金 （予算現額 480千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 261 261
平成２９年度 386 386
増 減 額 △125 △125

【事業概要】大学等で修学するために、金融機関等から教育資金の貸付けを
受けた人に対し、利子補給金を交付しました。

【事業成果】経済的負担の軽減を図るとともに、教育の振興を図ることがで
きました。

＜事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
申 請 件 数 ６件 ７件 △１件

教育指導費 ○教育相談員報酬・共済費 （予算現額 9,517千円）
【学校教育課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 9,419 2,300 7,119
平成２９年度 9,466 1,400 8,066
増 減 額 △47 900 △947

次頁につづく
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【款 教育費 項 教育総務費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

教育指導費 ○教育相談員報酬・共済費 （つづき）
【学校教育課】

【事業概要】児童生徒及び保護者が心の不安や悩み事を気軽に相談し、心に
ゆとりがもてるような環境を提供するため、教育センターに主任
教育相談員１名、中学校に教育相談員３名を配置しました。

【事業成果】学校と家庭と生活相談員との連携を図ったことで、不登校傾向
にある児童生徒が学校へ登校しやすい環境づくりなどに支援がで
きました。

○生活相談員報酬 （予算現額 2,970千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 2,970 2,970
平成２９年度 2,970 2,970
増 減 額 0 0

【事業概要】集団生活に適応できない児童生徒に対して、学校と離れた場所
で指導を行うため、教育センターに適応指導教室「コスモス」を
設置し、生活相談員４名を配置しました。

【事業成果】児童生徒の自立を支援し、学校生活に復帰できるよう努めるこ
とができました。

＜事業実績 相談件数＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減 備 考
電 話 １０２件 ２３３件 △１３１件 電話相談
メール ５１件 ２５件 ２６件 メール相談
訪 問 ６件 ５９件 △５３件 訪問
来 所 ８９件 １４６件 △５７件 コスモス学級

＜コスモス来室状況＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減 備 考

通級実人数 ４人 ６人 △２人
通級日数 ８９日 １００日 △１１日

○教育嘱託員（教育センター次長）報酬・共済費（予算現額 2,680千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 2,667 2,667
平成２９年度 2,668 2,668
増 減 額 △1 △1

【事業概要】学校教育及び生涯教育に関する調査研究や教育関係者の研修を
円滑に行うため、教育センターに次長を配置しました。

【事業成果】教職員研修及び学校図書の巡回を実施することができました。

次頁につづく
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【款 教育費 項 教育総務費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

教育指導費 ○教育嘱託員（教育センター次長）報酬・共済費 （つづき）
【学校教育課】

○特別支援教育学習支援員報酬・共済費 （予算現額 2,379千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 2,368 2,368
平成２９年度 2,368 2,368
増 減 額 0 0

【事業概要】特別支援学級に在籍する児童生徒だけでなく、通常学級に在籍
し、特別な支援が必要な児童生徒への支援方法について研修した
り、担当者の支援をしたりするために配置しました。

【事業成果】各学校を巡回し、支援が必要な児童生徒の状況に合わせて支援
方法を考え、示唆することができました。

○スクール・サポート・スタッフ賃金 （予算現額 2,808千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 2,181 2,148 33
平成２９年度 0 0 0
増 減 額 2,181 2,148 33

【事業概要】教員の負担軽減のために、配付物の印刷や仕分け、掲示物の作
成を行う職員を、３名配置しました。

【事業成果】学習プリントなど配付物の印刷などを担うことで、教員の負担
軽減につながり、児童生徒と向き合う時間を増やすことができま
した。

＜教育センター事業実績＞

区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

ベーシック研修 ２５回（1,352人） ２９回（1,457人） △４回（△105人）
夏季研修 １１回（ 171人） １３回（ 223人） △２回（△ 52人）
調査・研究 ９回（ 97人） ９回（ 147人） ０回（△ 50人）
教育相談員研修会 ３７回（ 251人） ４７回（ 303人） △１０回（△ 52人）
児童生徒（作品展等） ３７回（2,186人） ３９回（2,082人） △２回（ 104人）
各種会合 ３１回（ 445人） ２７回（ 468人） ４回（△ 23人）
各校野外活動 ３回（ 145人） １１回（ 420人） △８回（△275人）
図書貸出等 ７２回（ 159冊） ２０回（ 81冊） ５２回（ 78冊）

合 計 ２２５回（4,647人） １９５回（5,100人） ３０回（△453人）
（ 159冊） （ 81冊） （ 78冊）
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【款 教育費 項 教育総務費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

教育指導費 ○教育センター各種委託業務 （予算現額 658千円）
【学校教育課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 608 608
平成２９年度 644 644
増 減 額 △36 △36

【事業概要】教育センター設備の維持管理や点検業務を行いました。
【事業成果】施設の維持管理を適正に実施することができました。

・警備委託料 ２２０ 千円
・浄化槽保守点検委託料 １３１ 千円
・その他管理委託料（４件） ２５７ 千円

○教育系情報システム各種委託業務 （予算現額 1,972千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 1,971 1,971
平成２９年度 1,971 1,971
増 減 額 0 0

【事業概要】教育系情報システムの維持管理を行いました。
【事業成果】システムの維持管理を適正に実施することができました。

・ネットワーク機器保守委託料 １，９３３千円
・ソフトウェアライセンス更新委託料 ３８千円

○大学院教育学研究科履修助成金 （予算現額 268千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 268 268
平成２９年度 0 0
増 減 額 268 268

【事業概要】本市において特別支援教育を担う人材を育成するため、大学院
の特別支援教育コースを履修する教職員に授業料の一部を助成し
ました。

【事業成果】市内中学校の教職員１名が岐阜大学大学院の特別支援教育コー
スに入学し、専門的な理論や支援方法の修得を目指すことができ
ました。
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【款 教育費 項 教育総務費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

教育指導費 ○コスモス分室改修工事 （予算現額 259千円）
【学校教育課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 254 254
平成２９年度 0 0
増 減 額 254 254

【事業概要】集団生活に適応できない児童生徒に対して、学校と離れた場所
で指導を行う適応指導教室「コスモス」の高富教室（高富中央公
民館内）の教室環境整備のため、エアコン、転落防止バーの設置
等を行いました。

【事業成果】教室の環境が整い、教室へ通う子供たちの健康や安全が図れる
ようになりました。

適応指導教室「コスモス」高富教室

○山高未来プロジェクト負担金 （予算現額 1,000千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 1,000 0 1,000
平成２９年度 1,000 1,000 0
増 減 額 0 △1,000 1,000
※その他：合併振興基金

【事業概要】市内唯一の高校である山県高校の存続に向けて、地域と高校が
学校の活性化を目指して活動する山高未来プロジェクトの活動経
費を負担しました。

【事業成果】山高未来プロジェクトによる高校の活性化に向けての協議と対
策が実施されました。
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【款 教育費 項 小学校費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
教育費 小学校費 ３１５，３９８ ２９６，２１４

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

学校管理費 ＜就学児童数一覧表＞
【学校教育課】 （平成３０年５月１日現在） （単位：人）

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合 計
高 富 小 56 54 63 53 61 55 342
富 岡 小 53 56 41 59 45 72 326
梅 原 小 9 13 12 7 10 17 68
大 桑 小 7 3 9 14 3 6 42
桜 尾 小 15 11 13 13 7 18 77
伊自良南小 18 13 20 20 11 21 103
伊自良北小 3 7 5 8 6 4 33
美 山 小 26 35 32 38 53 35 219
い わ 桜 小 4 5 3 12 0 3 27
合 計 191 197 198 224 196 231 1,237

○小学校医報酬 （予算現額 5,778千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 5,760 5,760
平成２９年度 5,794 5,794
増 減 額 △34 △34

【事業概要】学校保健安全法により、学校には学校医を置くこととなってお
り、内科医、歯科医、眼科医、耳鼻科医を委嘱しました。また、
水質管理、給食調理場の衛生管理を依頼しました。

【事業成果】学校医による健康診断や薬剤師による水質管理を実施したこと
により、児童の健康管理が図れ、健やかな体の育成に寄与するこ
とができました。

＜報酬内訳＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

内科医報酬 １，４１７千円 １，４２６千円 △９千円
歯科医報酬 １，１４７千円 １，１５６千円 △９千円
眼科医報酬 １，１４７千円 １，１５６千円 △９千円
耳鼻科医報酬 １，１４７千円 １，１５６千円 △９千円
薬剤師報酬 ９００千円 ９００千円 ０千円

※千円未満を四捨五入しているため、事業費と合計額は一致しません。

○小学校学習支援員報酬・共済費 （予算現額 14,275千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 14,153 4,700 9,453
平成２９年度 18,897 4,700 14,197
増 減 額 △4,744 0 △4,744

次頁につづく
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【款 教育費 項 小学校費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

学校管理費 ○小学校学習支援員報酬・共済費 （つづき）
【学校教育課】

【事業概要】複式学級を持つ学校や発達障がい、自閉症、心身症等のある児
童のために学習支援員６名を配置しました。

【事業成果】児童に応じた、きめ細かな学習支援を行うことで、基礎学力の
向上や学習習慣の定着を図ることができました。

○ＪＴＥ学習支援員報酬・共済費 （予算現額 14,275千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 13,910 13,910
平成２９年度 0 0
増 減 額 13,910 13,910

【事業概要】小学校の外国語活動の指導を学級担任とともに実施し、充実さ
せるためにＪＴＥ学習支援員を６名配置しました。

【事業成果】学級担任とともに指導することで、一人ひとりの児童がより英
語に触れることができ、英語に親しむことができるようになりま
した。

○英語指導助手報酬・共済費 （予算現額 4,258千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 4,220 4,220
平成２９年度 4,221 4.221
増 減 額 △1 △1

【事業概要】中学校の英語の授業及び小学校の外国語活動を充実するために
英語指導助手を１名配置しました。

【事業成果】児童生徒がネイティブな英語に触れる機会が増えることで、英
語に興味・関心を持ちコミュニケーション能力を高めることがで
きました。また、国際理解にもつなげることができました。

○教育サポーター賃金 （予算現額 12,758千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 12,401 2,500 9,901
平成２９年度 12,527 2,600 9,927
増 減 額 △126 △100 △26

【事業概要】不登校傾向を示す児童への適応指導など学校生活になじめない
児童に学習支援を行うため、教育サポーター１０名を配置しまし
た。

【事業成果】児童に応じた、きめ細かな学習支援が実施できました。
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【款 教育費 項 小学校費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

学校管理費 ○施設管理員賃金・共済費 （予算現額 3,210千円）
【学校教育課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 2,756 2,756
平成２９年度 2,818 2,818
増 減 額 △62 △62

【事業概要】小学校に施設管理員２名を配置しました。
【事業成果】学校施設の維持管理を適正に図ることができました。

○新入生用安全グッズ配布事業 （予算現額 562千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 496 496
平成２９年度 525 525
増 減 額 △29 △29

【事業概要】新入学児童に自転車用ヘルメット及び携帯用防犯ブザーを配付
しました。（１８０名）

【事業成果】児童が安心して自転車に乗ることができ、事故防止が図れまし
た。また、防犯ブザーにより児童が安心して通学できました。

○小学校各種業務委託事業 （予算現額 19,099千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 18,663 0 0 18,663
平成２９年度 29,052 900 8,500 19,652
増 減 額 △10,389 △900 △8,500 △989
※その他：合併振興基金

【事業概要】小学校設備の維持管理のための委託業務を行いました。
【事業成果】施設の維持管理が適正にできました。

・警備委託料 １，９８３千円
・浄化槽保守点検委託料 １，２５７千円
・電気設備保守点検委託料 １，２８５千円
・消防設備保守点検委託料 ８４７千円
・空調設備保守点検委託料 １，１４０千円
・ファイントラップ維持管理委託料 ２，０１５千円
・学校施設清掃委託料 １，０５２千円
・エレベーター保守点検委託料 ７５２千円
・その他管理委託料（６件） １，６０８千円
・校庭木剪定委託料 ６３１千円
・校内ＬＡＮ保守点検委託料 ５，８４６千円
・その他業務委託料（６件） ２４７千円
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【款 教育費 項 小学校費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

学校管理費 ○小学校スクールバス業務委託料 （予算現額 14,433千円）
【学校教育課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 14,388 9,500 4,888
平成２９年度 14,374 9,400 4,974
増 減 額 14 100 △86

【事業概要】美山小学校児童の通学用スクールバス３台、特別支援学級児童
の通学用ワゴン車１台及びリフト車１台の運行を委託しました。
いわ桜小学校児童（北武芸地区）の通学手段を確保するため、

定期バスを運行する岐阜バスに委託しました。
【事業成果】児童が安全に登下校することができました。

＜美山小学校児童送迎状況＞

路 線 名
人 数

平成３０年度 平成２９年度 増 減
旧富波小校区⇔美山小学校 ５７人 ６６人 △９人
旧乾小校区⇔美山小学校 ３６人 ３６人 ０人

合 計 ９３人 １０２人 △９人

＜特別支援学級児童送迎状況＞

路 線 名
人 数

平成３０年度 平成２９年度 増 減
高富･大桑･岩佐⇔富岡小学校 ５人 ５人 ０人
掛⇔伊自良南小学校 １人 １人 ０人

合 計 ６人 ６人 ０人

＜いわ桜小学校児童定期バス送迎状況＞

路 線 名
人 数

平成３０年度 平成２９年度 増 減
徳永公民館前⇔谷合(支所前) １５人 １６人 △１人

合 計 １５人 １６人 △１人

○英語指導助手委託料 （予算現額 4,601千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 4,601 4,601
平成２９年度 4,601 4,601
増 減 額 0 0

【事業概要】各小学校の児童に週１回以上外国人とふれあう機会を持たせる
ために、１名の英語指導助手を委託しました。

【事業成果】児童が生きた英語に触れることで、英語に慣れ親しみコミュケ
ーション能力の向上を図ることができました。
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【款 教育費 項 小学校費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

学校管理費 ○学校教育関連団体補助金等 （予算現額 450千円）
【学校教育課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 450 450
平成２９年度 450 450
増 減 額 0 0

【事業概要】市学校保健会及び市生徒指導連携強化委員会に補助金を交付し
ました。

【事業成果】学校保健会では、児童の歯と口腔の健康増進を図ることができ
ました。また、生徒指導連携強化委員会では、小中高一貫した生
徒指導の在り方について研修し、関係機関と連携を図ることがで
きました。

○読書指導員賃金・共済費 （予算現額 4,944千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 4,890 4,890
平成２９年度 4,593 4,593
増 減 額 297 297

【事業概要】小学校に読書指導員５名を配置しました。
【事業成果】学校図書館の環境整理を図ることができました。また、児童へ

の読み聞かせや図書紹介により、児童の本への関心が高まりまし
た。

○小学校各種工事 （予算現額 11,000千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 2,620 2,620
平成２９年度 7,992 7,992
増 減 額 △5,372 △5,372

【事業概要】児童が安全安心で快適な学習環境のもとで学べるよう学校施設
の整備を行いました。

【事業成果】施設整備が整い、安全性が保たれました。

・富岡小相談室エアコン取替工事 ５８３千円
・伊自良南小プールろ過装置修理工事 ５５１千円
・いわ桜小給食調理室床改修工事 ８５６千円
・その他各種工事（５件） ６３０千円

【不用額】 ８，３８０千円
◇主な理由：高富小プールろ過装置取替工事について、施工実施を再検討

することとしたため、不用額が生じました。
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【款 教育費 項 小学校費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

学校管理費 ○小学校一般備品購入 （予算現額 3,500千円）
【学校教育課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 3,470 0 3,470
平成２９年度 2,036 100 1,936
増 減 額 1,434 △100 1,534
※その他：ふるさと応援基金

【事業概要】老朽化した備品の更新を行いました。
【事業成果】施設備品が整い利便性が確保できました。

・机、椅子の更新（２１０セット） １，７４２千円
・通級指導教室備品（美山小） １４２千円
・拡大機（伊自良南小） ３０２千円
・職員室モノクロプリンター ６８１千円
（富岡小、大桑小、桜尾小、伊南小、伊北小、美山小、いわ桜小）

・調理員休憩室エアコン（いわ桜小） １０７千円
・その他備品（８件） ４９６千円

更新した机・椅子

教育振興費 ○小学校学力ステップアップ推進事業 （予算現額 1,284千円）
【学校教育課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 1,166 1,166
平成２９年度 1,283 1,283
増 減 額 △117 △117

次頁につづく
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【款 教育費 項 小学校費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

教育振興費 ○小学校学力ステップアップ推進事業 （つづき）
【学校教育課】

【事業概要】朝学習、授業、単元テスト、放課後学習などに、学習プリント
配信サービスを利用し、学力の向上を図りました。

【事業成果】教科書に準じた問題や学習目的にあったプリント又は個々の習
熟度にあったプリントを活用したことにより、児童の考える力を
伸ばすことができました。

＜事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

配信利用回数 １３，３０６回 １１，５５６回 １，７５０回

○小学校スクールバス業務委託料（校外研修分）
（予算現額 2,196千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 1,707 1,707
平成２９年度 2,168 2,168
増 減 額 △461 △461

【事業概要】施設見学や体験学習により理解を深め、関心を高めることを目
的として校外研修を実施する場合、移動の手段としてスクールバ
スを利用しました。

【事業成果】市内の公共施設（主に消防署、警察署、クリーンセンター）の
施設見学のほか、社会学習等への送迎が安全に実施できました。

＜事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
実 施 回 数 １６１回 １４８回 １３回

○山県ふるさと体験事業 （予算現額 574千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 546 546
平成２９年度 570 570
増 減 額 △24 △24

【事業概要】市の豊かな自然、歴史、文化などにふれあう活動や集団生活の
体験を通して、人を思いやる心、命を大切にする心、自然を愛す
る心を育てることを目的として、各小学校が宿泊体験学習等を実
施しました。

【事業成果】各学校の創意工夫を活かした宿泊研修等により、児童の心を育
てる教育が推進できました。

・対象児童 高富小 ５年生 伊自良南小 ５年生
富岡小 〃 伊自良北小 ４年生
梅原小 〃 美 山 小 ５年生
大桑小 ５・６年生 い わ 桜 小 １～６年生
桜尾小 ５年生
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【款 教育費 項 小学校費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

教育振興費 ○特色ある学校づくり事業 （予算現額 1,040千円）
【学校教育課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 1,025 1,025
平成２９年度 1,050 1,050
増 減 額 △25 △25

【事業概要】学校ごとの『特色ある学校づくり』を推進するために、児童が
取り組む総合的な学習の時間や体験活動に対して補助しました。

【事業成果】各学校の創意工夫を活かした活動により、地域の人との交流や
児童の心を育てる教育が推進できました。

○地域とともにある学校づくり事業 （予算現額 480千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 473 473
平成２９年度 426 426
増 減 額 47 47

【事業概要】地域とともにある学校にするために、全ての学校において「学
校運営協議会」を発足し、保護者や地域住民が学校運営に参画す
る活動に対して補助しました。

【事業成果】学校、家庭、地域が一体となって活動することで、連携を強化
し学校運営の改善及び児童の健全育成が推進できました。

＜学校運営協議会開催回数＞
高 富 小 ２回 伊南小・伊北小・伊自良中合同 ６回
富 岡 小 ３回 美 山 小 ４回
梅 原 小 ７回 いわ桜小 ３回
大 桑 小 ５回
桜 尾 小 ４回

○小学校教材備品購入 （予算現額 2,614千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 2,527 2,527
平成２９年度 2,698 2,698
増 減 額 △171 △171

【事業概要】授業で使用する教材備品及び児童、教師用の図書の整備を図り
ました。

【事業成果】教材を利用した適切な授業が行うことができました。また、学
校図書館の充実を図ることができました。

次頁につづく
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【款 教育費 項 小学校費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

教育振興費 ○小学校教材備品購入（つづき）
【学校教育課】

＜内訳＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
教材備品 ７５４千円 １，０１８千円 △２６４千円
児童用図書 １，６３０千円 １，５６１千円 ６９千円
教師用図書 １４３千円 １１９千円 ２４千円

○小学生就学援助事業 （予算現額 9,501千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 7,977 287 7,690
平成２９年度 7,995 196 7,799
増 減 額 △18 91 △109

【事業概要】経済的理由によって、就学困難な児童の保護者に対し、就学に
必要な援助（学用品費・修学旅行費・給食費）を行いました。

【事業成果】保護者の経済的負担の軽減を図ることができました。

＜事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

支給対象者数 １４８人 １３９人 ９人

【不用額】 １，５２４千円
◇主な理由：対象者が見込みより少なかったため、不用額が生じました。

○清流の国ぎふ ふるさと魅力体験事業 （予算現額 500千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 366 366 0
平成２９年度 0 0 0
増 減 額 366 366 0

【事業概要】教育活動の一つとして岐阜県内の自然、歴史、文化、産業等に
関わる施設、名跡を訪れました。

【事業成果】「ふるさと岐阜」への誇りと愛着を強くもち、心豊かでたくま
しい子どもを育む教育の一層の推進を図ることができました。

○プログラミング学習推進事業 （予算現額 519千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 518 518
平成２９年度 0 0
増 減 額 518 518

次頁につづく
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【款 教育費 項 小学校費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

教育振興費 ○プログラミング学習推進事業 （つづき）
【学校教育課】

【事業概要】プログラミング教育を推進するために、人型ロボット（Pepper)
２台をレンタルし、巡回利用しました。

【事業成果】児童がロボットを意図したように動かすために必要な論理的思
考を身につけることに寄与することができました。

プログラミング体験授業の様子

○小学校理科等教育備品購入 （予算現額 900千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 880 440 440
平成２９年度 849 424 425
増 減 額 31 16 15

【事業概要】学習指導要領に対応した理科教材備品の整備を図りました。
【事業成果】理科教材備品を使用したことにより、児童の観察する力や考え

る力を伸ばすことができました。

理科教材備品（百葉箱） 理科教材備品（実験用太鼓セット）
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【款 教育費 項 小学校費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

教育振興費 ○教育ＩＣＴ関連備品購入 （予算現額 34,962千円）
【学校教育課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 33,765 800 32,965
平成２９年度 499 0 499
増 減 額 33,266 800 32,466
※その他：ふるさと応援基金

【事業概要】新しい学習指導要領に対応した教育ＩＣＴ整備をパソコン教室
の備品更新にあわせて実施しました。

【事業成果】タブレットＰＣと無線ＬＡＮ、電子黒板とデジタル教科書など
普通教室においてＩＣＴ機器を活用した授業を実施できる環境を
整え、分かりやすい授業の実施と教員の負担軽減を図ることがで
きました。

【不用額】 １，１９７千円
◇主な理由：入札差金により、不用額が生じました。

電子黒板

タブレットＰＣ

○指導用教科書・教材等購入 （予算現額 38千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 37 37
平成２９年度 1,567 1,567
増 減 額 △1,530 △1,530

【事業概要】２０２０年度から実施される新学習指導要領への移行期間中の
算数（４年生・５年生）の補助教材に対応した教師用指導書を購
入しました。

【事業成果】移行措置期間中の学習指導や教材研究などに活用することがで
きました。
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【款 教育費 項 小学校費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

学校給食費 ○小学校給食調理備品購入 （予算現額 3,310千円）
【学校教育課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 3,310 3,310
平成２９年度 5,307 5,307
増 減 額 △1,997 △1,997

【事業概要】衛生面に考慮し、安心安全な学校給食を提供するため、給食調
理備品等の更新を行いました。

【事業成果】安心安全な給食が提供できました。

・洗米機・炊飯器(梅原小) ５６２千円
・炊飯器・食器消毒保管庫(桜尾小) １，０９１千円
・炊飯器・芋洗機(美山小) １，１４０千円
・炊飯器(高富小) ４１０千円
・デジタル台はかり（高富小） １０７千円

芋洗機 炊飯器

○小学校給食費負担金 （予算現額 650千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 649 649
平成２９年度 630 630
増 減 額 19 19

【事業概要】学校給食の保存食に係る費用について、市がその食材費分を負
担しました。

【事業成果】保存食に係る食材費分が軽減され、給食の質が向上しました。
・２４２円(１食あたりの平均)×１.５４食×各学校給食日数
×９校
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【款 教育費 項 中学校費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
教育費 中学校費 １５９，１４６ １５３，３３０

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

学校管理費 ＜就学生徒数一覧表＞
【学校教育課】

（平成３０年５月１日現在） （単位：人）
学 年 １年生 ２年生 ３年生 合 計

高 富 中 １４８ １４９ １６７ ４６４
伊 自 良 中 ３２ ３０ ３６ ９８
美 山 中 ４７ ５２ ５２ １５１
合 計 ２２７ ２３１ ２５５ ７１３

○中学校医報酬 （予算現額 2,174千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 2,160 2,160
平成２９年度 2,173 2,173
増 減 額 △13 △13

【事業概要】学校保健安全法により、学校には学校医を置くこととなってお
り、内科医、歯科医、眼科医、耳鼻科医を委嘱しました。また、
薬剤師に学校の水質管理、給食調理場の衛生管理を依頼しました。

【事業成果】校医による健康診断や薬剤師による水質管理を実施したことに
より、生徒の健康管理が図れ、健やかな体の育成に寄与すること
ができました。

＜報酬内訳＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

内科医報酬 ５３３千円 ５３６千円 △３千円
歯科医報酬 ４４３千円 ４４６千円 △３千円
眼科医報酬 ４４３千円 ４４６千円 △３千円
耳鼻科医報酬 ４４３千円 ４４６千円 △３千円
薬剤師報酬 ３００千円 ３００千円 ０千円

※千円未満を四捨五入しているため、事業費と合計額は一致しません。

○中学校学習支援員報酬・共済費 （予算現額 9,517千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 9,442 2,300 7,142
平成２９年度 9,468 2,300 7,168
増 減 額 △26 0 △26

【事業概要】発達障がい、自閉症、心身症等のある生徒のために、学習支援
員４名を配置しました。

【事業成果】生徒に応じた、きめ細かな学習支援を行うことで、基礎学力や
学習習慣の定着を図ることができました。
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【款 教育費 項 中学校費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

学校管理費 ○英語指導助手報酬・共済費 （予算現額 4,258千円）
【学校教育課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 4,220 4,220
平成２９年度 4,221 4,221
増 減 額 △1 △1

【事業概要】中学校の英語の授業及び小学校の外国語活動を充実するため、
英語指導助手を１名配置しました。

【事業成果】児童生徒がネイティブな英語に触れる機会が増えることで、英
語に興味と関心を持ちコミュニケーション能力を高めることがで
きました。また、国際理解にもつなげることができました。

○施設管理員賃金・共済費 （予算現額 1,561千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 1,449 1,449
平成２９年度 1,428 1,428
増 減 額 21 21

【事業概要】中学校に施設管理員１名を配置しました。
【事業成果】学校施設の維持管理を適正に図ることができました。

○中学校各種業務委託事業 （予算現額 10,908千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 10,697 0 0 10,697
平成２９年度 15,002 300 3,000 11,702
増 減 額 △4,305 △300 △3,000 △1,005
※その他：合併振興基金

【事業概要】中学校設備の維持管理のための委託業務を行いました。
【事業成果】施設の維持管理が適正にできました。

・警備委託料 ７３９千円
・浄化槽保守点検委託料 ５１２千円
・電気設備保守点検委託料 ６００千円
・空調設備保守点検委託料 ２，０３９千円
・ファイントラップ維持管理委託料 ６２８千円
・エレベーター保守点検委託料 １，４７７千円
・その他管理委託料（６件） １，４３１千円
・校内ＬＡＮ保守点検委託料 ２，９１１千円
・その他業務委託料（３件） ３６０千円
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【款 教育費 項 中学校費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

学校管理費 ○中学校スクールバス業務委託料 （予算現額 9,084千円）
【学校教育課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 9,083 9,000 83
平成２９年度 9,083 8,900 183
増 減 額 0 100 △100

【事業概要】美山中学校生徒の通学用スクールバス３台の運行を委託しまし
た。

【事業成果】生徒が安全に登下校することができました。

＜美山中学校生徒送迎状況＞

路 線 名
人 数

平成３０年度 平成２９年度 増 減
いわ桜小校区 ⇔ 美山中学校 １６人 ２０人 △４人
旧乾小校区 ⇔ 美山中学校 １９人 １９人 ０人
旧富波小校区 ⇔ 美山中学校 ３人 ３人 ０人

合 計 ３８人 ４２人 △４人

○読書指導員賃金 （予算現額 2,874千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 2,818 900 1,918
平成２９年度 2,807 900 1,907
増 減 額 11 0 11

【事業概要】中学校に読書指導員３名を配置しました。
【事業成果】学校図書館の環境整理を図ることができました。また、生徒へ

の読書指導を実施できました。

○中学校各種工事 （予算現額 3,359千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 3,309 3,309
平成２９年度 1,357 1,357
増 減 額 1,952 1,952

【事業概要】生徒が安全安心で快適な学習環境のもとで学べるよう学校施設
の整備を行いました。

【事業成果】施設整備が整い、安全性を保つことができました。

・プールろ過装置修理工事（美山中） ６０５千円
・テニスコート防球ネット修繕工事（伊自良中）１，７１１千円
・その他各種工事（４件） ９９３千円

次頁につづく
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【款 教育費 項 中学校費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

学校管理費 ○中学校各種工事 （つづき）
【学校教育課】

テニスコート防球ネット（伊自良中）

＜前年度からの繰越分＞
○伊自良中学校特別教室等空調整備工事 （予算現額 17,000千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 14,796 4,834 9,500 462
平成２９年度 0 0 0 0
増 減 額 14,796 4,834 9,500 462

【事業概要】生徒が安全安心で快適な学習環境のもとで学べるよう、特別教
室等のエアコン設備の更新を行いました。

【事業成果】施設整備が整い、快適な学習環境が保たれました。

【不用額】 ２，２０４千円
◇主な理由：入札差金により不用額が生じました。

エアコン完成写真
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【款 教育費 項 中学校費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

学校管理費 ○中学校一般備品購入 （予算現額 97千円）
【学校教育課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 97 97
平成２９年度 207 207
増 減 額 △110 △110

【事業概要】老朽化した備品の更新を行いました。
【事業成果】施設備品が整い、安全性が確保できました。

・職員室モノクロプリンター（伊自良中） ９７千円

○中学校スクールバス更新 （予算現額 8,519千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 8,519 3,680 4,600 239
平成２９年度 0 0 0 0
増 減 額 8,519 3,680 4,600 239

【事業概要】老朽化していた美山中学校生徒の通学用スクールバス１台を更
新しました。

【事業成果】施設備品が整い、安全性が確保できました。

更新したスクールバス
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【款 教育費 項 中学校費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

教育振興費 ○中学校部活動事業 （予算現額 1,196千円）
【学校教育課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 773 773
平成２９年度 763 763
増 減 額 10 10

【事業概要】各部活動に対して、専門知識のある外部指導者などを招き入れ
効率的な指導とともに生徒の育成推進を図るための事業に対して
補助をしました。

【事業成果】さまざまな大会に参加することにより、複数の人々と関わり、
やり抜く心や創意工夫の力などを育てることができました。

○特色ある学校づくり事業 （予算現額 443千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 403 403
平成２９年度 427 427
増 減 額 △24 △24

【事業概要】学校ごとの『特色ある学校づくり』を推進するために、生徒が
取り組む総合的な学習の時間や体験活動、また地域と一体となっ
た豊かな教育環境の実現に向けた事業に対して補助しました。

【事業成果】各学校の創意工夫を活かした活動により、地域社会との連携、
福祉交流活動の充実、自立と共生をめざした活力ある生徒の育成
が推進できました。

○地域とともにある学校づくり事業 （予算現額 160千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 152 152
平成２９年度 151 151
増 減 額 1 1

【事業概要】地域とともにある学校にするために、全ての学校において「学
校運営協議会」を発足し、保護者や地域住民が学校運営に参画す
る活動に対して補助しました。

【事業成果】学校、家庭、地域が一体となって活動することで、連携強化し
学校運営の改善及び生徒の健全育成が推進できました。

＜学校運営協議会回数＞
高富中 ７回
伊南小・伊北小・伊自良中合同 ６回
美山中 ４回
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【款 教育費 項 中学校費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

教育振興費 ○中学校学力ステップアップ推進事業 （予算現額 428千円）
【学校教育課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 389 389
平成２９年度 428 428
増 減 額 △39 △39

【事業概要】朝学習、授業、単元テスト、放課後学習などに、学習プリント
配信サービスを利用し、学力の向上を図りました。

【事業成果】生徒個々の習熟度に合わせて繰り返し問題を反復学習ができ、
基礎学力の定着を図ることができました。

＜事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

配信利用回数 ３，０４８回 ２，４５９回 ５８９回

○中学校スクールバス業務委託料（校外研修分） （予算現額 328千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 171 171
平成２９年度 295 295
増 減 額 △124 △124

【事業概要】施設見学や体験学習により理解を深め、関心を高めることを目
的として校外研修を実施する場合、移動の手段としてスクールバ
スを利用しました。

【事業成果】市内の施設見学や社会学習のほか、岐阜希望が丘特別支援学校
との交流への送迎が安全に実施できました。

＜事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
実 施 回 数 １５回 ２８回 △１３回

○中学校教材備品購入 （予算現額 1,506千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 1,504 1,504
平成２９年度 1,169 1,169
増 減 額 335 335

【事業概要】授業で使用する教材備品及び生徒、教師用の図書の整備を図り
ました。

【事業成果】教材を利用した適切な授業が行うことができました。また、学
校図書館の充実を図ることができました。

次頁につづく



- 186 -

【款 教育費 項 中学校費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

教育振興費 ○中学校教材備品購入 （つづき）
【学校教育課】

＜内訳＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
教材備品 ５４８千円 ２０３千円 ３４５千円
生徒用図書 ９０３千円 ９２８千円 △２５千円
教師用図書 ５３千円 ３８千円 １５千円

○中学生就学援助事業 （予算現額 8,852千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 8,099 115 7,984
平成２９年度 6,980 85 6,895
増 減 額 1,119 30 1,089

【事業概要】経済的理由によって、就学困難な生徒の保護者に対し、就学に
必要な援助（学用品費・修学旅行費・給食費）を行いました。

【事業成果】保護者の経済的負担の軽減を図ることができました。

＜事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

支給対象者数 ９１人 ８３人 ８人

○中学校理科等教育備品購入 （予算現額 300千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 293 146 147
平成２９年度 284 142 142
増 減 額 9 4 5

【事業概要】学習指導要領に対応した理科教材備品の整備及び老朽化した備
品の更新を図りました。

【事業成果】理科教材備品を使用した実験などを体験することにより、生徒
の観察力、洞察力を伸ばすことができました。

理科教材備品（気象実験セット）

次頁につづく
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【款 教育費 項 中学校費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

教育振興費 ○中学校理科等教育備品購入 （つづき）
【学校教育課】

理科教材備品（ＬＥＤストロボ装置）

○教育ＩＣＴ関連備品購入 （予算現額 1,720千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 1,720 800 920
平成２９年度 0 0 0
増 減 額 1,720 800 920
※その他：ふるさと応援基金

【事業概要】パソコン教室の学習用パソコンについて、サポートが終了する
ソフトウェアを更新購入しました。

【事業成果】最新のソフトウェアを導入し、セキュリティを確保しました。

パソコン教室の学習用パソコン
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【款 教育費 項 中学校費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

教育振興費 ○指導用教科書・教材等購入 （予算現額 784千円）
【学校教育課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 440 440
平成２９年度 0 0
増 減 額 440 440

【事業概要】道徳と２０２１年度から実施の新学習指導要領への移行期間中
の数学・理科（１年生・２年生）の補助教材に対応した指導用教
科書、教師用指導書を購入しました。

【事業成果】中学校では、初めての検定教科書を使用した道徳と移行期間中
の数学、理科の学習指導、教材研究などに活用することができま
した。

学校給食費 ○中学校給食調理備品購入 （予算現額 115千円）
【学校教育課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 108 108
平成２９年度 940 940
増 減 額 △832 △832

【事業概要】衛生面に考慮し、安心安全な学校給食を提供するため、給食調
理備品等の更新を行いました。

【事業成果】安心安全な給食が提供できました。

・デジタル台はかり（高富中） １０８千円

○中学校給食費負担金 （予算現額 289千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 288 288
平成２９年度 286 286
増 減 額 2 2

【事業概要】学校給食の保存食に係る費用について、市がその食材費分を負
担しました。

【事業成果】保存食に係る食材費分が軽減され、給食の質が向上しました。
・２７３円(１食あたりの平均)×１.７８食×各学校給食日数
×３校
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【款 教育費 項 社会教育費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
教育費 社会教育費 ２９５，１２４ ２８５，３１３

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

社会教育総務費 ○学校コラボレーター事業 （予算現額 1,443千円）
【学校教育課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 680 401 279
平成２９年度 911 0 911
増 減 額 △231 401 △632

【事業概要】各小中学校からの要請に応じてコラボレーターが各分野で活動
しました。

【事業成果】コラボレーターの活動により、学校教育の一層の充実を図るこ
とができました。また、コラボレーター会員には、生き甲斐づく
りの場となりました。

＜事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
件 数 ５３６件 ５１２件 ２４件
人 数 ２，１３２人 ３，６５８人 △１，５２６人

＜事業費内訳＞ （単位：千円）
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

コーディネーター謝礼 ３６０ ６３７ △２７７
消耗品費 ８３ ５２ ３１
印刷製本費 ２９ ０ ２９
燃料費 ５２ ５７ △５
通信費 １０７ ９５ １２
保険料 ４９ ７０ △２１

社会教育総務費 ○文化協会支援事業 （予算現額 1,382千円）
【生涯学習課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 1,382 1,382
平成２９年度 1,382 1,382
増 減 額 0 0

【事業概要】市文化協会に対し、文化芸術活動の事業運営費に係る経費を助
成しました。

【事業成果】市文化協会に補助金を交付することで、各連盟ごとの発表会や
協会加入全団体が参加する文化祭を催すことができ、活動を広く
市民へ紹介するとともに、サークル間の交流と活性化を図ること
ができました。

次頁につづく



- 190 -

【款 教育費 項 社会教育費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

社会教育総務費 ○文化協会支援事業 （つづき）
【生涯学習課】

＜事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
加盟連盟数 １６連盟 １６連盟 ０連盟
加入団体数 ４４団体 ５０団体 △６団体
会 員 数 ５６６人 ６３７人 △７１人
※文化協会文化祭（作品展示・舞台発表・特別講演）を平成３０年１０月２１日に開催

○成人式実施事業 （予算現額 1,128千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 1,045 1,045
平成２９年度 1,070 1,070
増 減 額 △25 △25

【事業概要】市に住民登録のある平成１０年４月２日から平成１１年４月１
日生まれの人及び平成２５年度市内中学校卒業生を対象に、美山
中央公民館において成人式を行いました。

【事業成果】社会人としての自覚と、責任ある行動をとることへの意識を高
める機会を提供することができました。また、新成人による実行
委員会が企画・運営に携わった記念パーティーを開催することが
できました。

＜事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
対象者数 ３１９人 ２９５人 ２４人
参加人数 ２３０人 ２３１人 △１人
参 加 率 ７２．１％ ７８．３％ △６．２㌽
※各年１０月１日現在の市内住民登録者のみを対象とした算出データ

成人式の様子

○家庭教育支援事業 （予算現額 420千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 352 352
平成２９年度 325 325
増 減 額 27 27

次頁につづく
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【款 教育費 項 社会教育費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

社会教育総務費 ○家庭教育支援事業 （つづき）
【生涯学習課】

【事業概要】市内７保育園及び１２小中学校において各保護者が企画運営し
家庭の教育力向上を目指した講座や親子体験活動などを行いまし
た。

【事業成果】家庭教育学級を保育園（平均３.１回）、小中学校（平均７．５
回）で実施し、保護者同士の交流を促しました。また、家庭での
子育てのヒントになる講話や体験会を開催し、保護者の知識を深
め、家庭での教育に活かしました。

＜事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
保 育 園 ７学級 ７学級 ０学級
小 学 校 ９学級 ９学級 ０学級
中 学 校 ３学級 ３学級 ０学級

＜事業費内訳＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

講 師 謝 金 １３３千円 １０１千円 ３２千円
家庭教育学級補助金 ２１９千円 ２２４千円 △５千円

公民館費 ○地区公民館管理事業 （予算現額 34,395千円）
【生涯学習課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 33,604 0 357 33,247
平成２９年度 34,014 2,800 444 30,770
増 減 額 △410 △2,800 △87 2,477
※その他：施設使用料、コピー料

【事業概要】地区公民館１２館が地域に密着して活動するための諸事業を実
施し、各施設の維持管理を行いました。

【事業成果】生涯学習講座等を開催することで、地域に密着した活動が行わ
れました。また、地区公民館の適正な管理により、公民館利用者
の利便性の向上を図ることができました。

＜事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
講 師 謝 金 等 １，２３６千円 １，４７６千円 △２４０千円
講 座 数 高富１３・美山１２ 高富２０・美山７ 高富△７・美山５
公 民 館 活 動

５，３２０千円 ５，３２０千円 ０千円
振興補助金等
維持管理費等 ２７，０４８千円 ２７，２１８千円 △１７０千円

○高富中央公民館管理事業 （予算現額 9,453千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 9,084 561 8,523
平成２９年度 9,088 497 8,591
増 減 額 △4 64 △68
※その他：施設使用料、コピー料

次頁につづく
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【款 教育費 項 社会教育費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

公民館費 ○高富中央公民館管理事業 （つづき）
【生涯学習課】

【事業概要】市の中核公民館としての活動及び講座開講などの生涯学習を推
進するための諸事業と施設の維持管理を行いました。

【事業成果】生涯学習講座や夏休み特別講座などを開催することで、充実し
た公民館活動を行うことができました。また、施設の適正な維持
管理により、公民館利用者の利便性の向上を図ることができまし
た。

＜事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

講 師 謝 金 ４０８千円 ３９６千円 １２千円
講 座 数 成人７・少年１５ 成人７・少年１５ 成人０・少年０
ﾌ ｪ ｽ ﾀ 実 行 ２８５千円 ２８５千円 ０千円
委員会補助金
維持管理費等 ８，３９１千円 ８，４０７千円 △１６千円
※生涯学習フェスタ（作品展示発表・舞台発表）を平成３１年２月１０日に開催

○伊自良中央公民館管理事業 （予算現額 5,796千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 5,378 223 5,155
平成２９年度 5,718 235 5,483
増 減 額 △340 △12 △328
※その他：施設使用料・コピー料

【事業概要】伊自良地域に密着した公民館として講座の開講及び生涯学習フ
ェスティバルなど生涯学習の推進のために諸事業を実施し、施設
の維持管理を行いました。

【事業成果】生涯学習講座などを開催することで、地域に密着した公民館活
動を行うことができました。また、施設の適正な維持管理により、
公民館利用者の利便性の向上を図ることができました。

＜事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
講 師 謝 金 ３１２千円 ３２４千円 △１２千円
講 座 数 成人７講座 成人８講座 △１講座
ﾌ ｪ ｽ ﾀ 実 行 ２８５千円 ２８５千円 ０千円
委員会補助金
維持管理費等 ４，７８１千円 ５，１０９千円 △３２８千円
※文化祭（作品展示発表）を平成３０年１１月３日～４日に、生涯学習フェスティバ

ル（舞台発表）を平成３１年３月１０日に開催
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【款 教育費 項 社会教育費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

公民館費 ○美山中央公民館管理事業 （予算現額 11,429千円）
【生涯学習課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 10,826 415 10,411
平成２９年度 10,909 314 10,595
増 減 額 △83 101 △184
※その他：施設使用料、コピー料

【事業概要】講座、サークル等の生涯学習の推進、公民館施設の維持管理を
実施しました。

【事業成果】生涯学習の推進のための講座サークルの開講等の諸事業を行う
ことで充実した公民館活動を行うことができました。また、公民
館の適正な管理により、公民館の利用者の利便性の向上を図るこ
とができました。

＜事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
講 師 謝 金 １０８千円 ３００千円 △１９２千円
講 座 数 成人３講座 成人５講座 成人△２講座
ﾌ ｪ ｽ ﾀ 実 行

２８５千円 ２８５千円 ０千円
委員会補助金
維持管理費等 １０，４３３千円 １０，３２４千円 １０９千円
※美山生涯学習フェスタ（作品展示発表・舞台発表）を平成３１年３月１７日に開催

○地区公民館改修事業等 （予算現額 14,018千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 13,679 7,300 6,379
平成２９年度 3,515 0 3,515
増 減 額 10,164 7,300 2,864

【事業概要】地区公民館は地域の生涯学習や福祉事業の拠点であり、利用の
多い高齢者などに配慮して、公民館トイレ改修計画に基づいたト
イレ改修及び台風により被害を受けた屋根の復旧工事を行うなど
施設の改修工事等を行いました。

【事業成果】地区公民館施設の改修・整備を行うことで、公民館講座・サー
クル参加者及び利用者の利便性の向上を図ることができました。

・特定建築物定期調査 ５６４千円
・富岡公民館１階トイレ改修工事実施設計 １，０４８千円
・梅原公民館東側外溝改修工事 ４６４千円
・谷合公民館和便器改修工事 １，０８０千円
・桜尾公民館１階男子トイレ及び２階男女トイレ改修工事

２，７５４千円
・富波公民館２階ホールエアコン取替工事 ７８５千円

＜災害復旧工事＞
・北山公民館屋根修復工事 １，２９２千円
・桜尾公民館屋根修復工事 ７９９千円
・富岡公民館屋根修復工事 ２，５９２千円
・梅原公民館屋根修復工事 １，７２８千円
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【款 教育費 項 社会教育費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

公民館費 ○中央公民館改修事業等 （予算現額 6,545千円）
【生涯学習課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 6,317 1,800 4,517
平成２９年度 22,269 21,000 1,269
増 減 額 △15,952 △19,200 3,248

【事業概要】各中央公民館は建築から３０年以上経過し、設備の老朽化が進
行していること等により設備の点検調査、改修工事等を行いまし
た。

【事業成果】公民館の改修等により、利用者の利便性の向上につながるとと
もに、より快適に施設を利用することができるようになりました。

・高富中央公民館 特定建築物定期調査 ８７８千円
〃 水道管漏水調査 ９７千円
〃 防火扉（重量シャッター）修理 ２９７千円
〃 非常用放送設備更新工事 １，６４２千円

・伊自良中央公民館 特定建築物定期調査 ３４５千円
・美山中央公民館 特定建築物定期調査 ４７０千円

〃 特定天井調査 ５８１千円
〃 高圧機器取替工事 １，８７１千円

文化施設費 ○古田紹欽記念館利用状況一覧表
【生涯学習課】

【事業概要】古田紹欽氏の著書や仏教哲学の書籍を貸し出すほか、日本文化
(特に茶道)の体験や、郷土ゆかりの人物についての展示、講座な
どを企画して、市内外からの来館促進に努めました。

【事業成果】入館者数は若干減少したものの、市民茶会を花咲きコンサート
開催日に合わせて１２月に開催し、抹茶体験の機会を増やすこと
ができました。また、貸し館としての利用周知に努め、市内外の
団体の新規利用につなげることができました。

＜施設の利用状況等＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

入 館 者 数 ５，３２４人 ５，５７６人 △２５２人
施設使用申請件数 ３１件 ２９件 ２件
施設利用日数 ３６６日 ３５６日 １０日
コミュニティ ３０３日 ３０１日 ２日
ースペース

館内施設 ６３日 ５５日 ８日
施設使用料 ２３９千円 ２０６千円 ３３千円
抹茶体験者数 １，７３２人 １，４４４人 ２８８人
抹茶体験料 ９１４千円 ６６０千円 ２５４千円
※通常の抹茶体験料は１服４００円、イベントの際は特別料金となります。
例)５００円(抹茶代) / １，０００円(コンサート代と抹茶代)

※利用日数は、どの施設を利用してもカウントしています。

次頁につづく
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【款 教育費 項 社会教育費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

文化施設費 ○古田紹欽記念館利用状況一覧表 （つづき）
【生涯学習課】

水墨画講座（１０月） 紹欽茶会（６月）

○古田紹欽記念館事業【好日会・講座・特別講演会等】
（予算現額 1,380千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 968 462 506
平成２９年度 681 202 479
増 減 額 287 260 27
※その他：使用料と運営等収入

【事業概要】古田紹欽氏が好んだ禅語である「日々是好日」にちなみ『好日
会』と名付けた催しを年に２・３回開催し、子どもお茶教室生や
当館の茶道ボランティア協力のもと茶会を開催しています。
また茶会と同時にミニコンサートなども開催し、広く当館の周

知並びに日本文化及び地域文化に親しむ企画を実施しています。
「好日会」のうち、毎年秋は夜間に開催し、本格的なコンサー

トや茶会、庭園を無料開放して、普段とは異なる記念館をＰＲし
ています。
さらに、古田紹欽氏の功績をたどる一つとして３年前より「水

墨画」に特化した展示や特別講座を開講しています。氏が好んだ
墨色の世界を紹介した常設展のほか、水墨画の研究もされている、
美術史家・高橋範子先生を迎えた水墨画授業(伊自良北小学校)や
講座は３年目となりました。

【事業成果】コンサート・講演・講座などの演奏者、講師は、無償又は低額
での出演交渉を行い、経費を抑えながらも多様な催しを実施する
ことができました。また、秋の好日会において市内の生け花教室
とタイアップして記念館、花咲きホールで花展を開催し、生徒の
皆さんの発表の場となると同時に、市民活動を広める機会となり
ました。
さらに「水墨画事業」では、氏の研究や思想を、水墨画という

視点での紹介することができました。水墨画授業も３年目を迎
え、墨の魅力により強い関心を持ってもらえる機会となっていま
す。
開館１５周年特別イベントでは古田紹欽氏と生前親交のあった

熊倉功夫氏を迎え紹欽氏とのエピソードや紹欽氏も探求した茶の
湯と禅について講演会を開催しました。
新春茶会では茶会を行いながら同時にオカリナ・ピアノコンサー
トを開催しました。

次頁につづく
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【款 教育費 項 社会教育費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

文化施設費 〇古田紹欽記念館事業【好日会・講座・特別講演会等】 （つづき）
【生涯学習課】

＜好日会開催実績＞
● 紹欽茶会とギターデュオコンサート
期 日 平成３０年６月９日（土）
参加者 ５２人

●月見茶会とヴァイオリンコンサート
期 日 平成３０年９月２２日（土）
参加者 １５５人

市民茶会
期 日 平成３０年１２月２日（日）
参加者 ７７人

●古田紹欽記念館 開館１５周年特別講演会＆紹欽茶会
期 日 平成３０年１１月３日（祝）
参加者 １４５人

●新春茶会とオカリナ・ピアノコンサート
期 日 平成３１年１月１４日（祝）
参加者 ５０人

＜講座開催実績＞
●七夕さらさら会
期 日 平成３０年７月１４日（土）
参加者 ２０人

●たのしいお茶講座
期 日 平成３０年７月１５日（日）
参加者 １１人

●ミニ読み聞かせ会
期 日 平成３０年９月１日（土）
参加者 １４人

ギターデュオコンサート オカリナコンサート

開館１５周年記念特別講演会 万華鏡作り講座
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【款 教育費 項 社会教育費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

文化施設費 ○図書館資料等購入事業 （予算現額 3,500千円）
【生涯学習課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 3,499 630 2,869
平成２９年度 3,500 75 3,425
増 減 額 △1 555 △556
※その他：ふるさと応援基金

【事業概要】定期的な新刊の購入、リクエスト資料の購入、他館との相互貸
借に積極的に取り組みました。

【事業成果】新刊やベストセラーなど話題の本や、利用者からのリクエスト
など幅広い分野の資料を購入、また、他館との相互貸借を積極的
に利用することにより、ニーズに応じたサービスが提供でき、図
書館利用の促進、読書活動の推進を図ることができました。

＜蔵書・貸出件数の状況＞ （単位：点）

区 分
図書等購入数 蔵 書 数 図書等貸出数
平成30 平成29 平成30 平成29 平成30 平成29
年度 年度 年度 年度 年度 年度

山県市図書館 2,468 2,389 82,583 79,290 85,981 85,789
２ 分 室 844 1,039 24,662 25,345 27,385 26,056
合 計 3,312 3,428 107,245 104,635 113,366 111,845
※ 蔵書数及び図書等貸出数にはＡＶ資料を含みます。
※ 図書等購入数には寄贈分を含みます。

・図書資料相互貸借
自館で所蔵していない資料がリクエストされた場合に、他館（東海
３県と北陸３県の公共図書館）と相互に資料の貸借をするもの。

借受冊数：３８０冊
貸出冊数：１７４冊

・図書資料リサイクル市
古くなったり劣化して整理する図書を無料で市民に配布し、有効活
用を図りました。

・図書等資料寄贈の募集
図書等１,３５７点の寄贈があり、資料の充実を図ることができま
した。

○図書館改修事業 （予算現額 58千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 50 0 50
平成２９年度 2,891 1,400 1,491
増 減 額 △2,841 △1,400 △1,441
※その他：合併振興基金

次頁につづく
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【款 教育費 項 社会教育費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

文化施設費 ○図書館改修事業 （つづき）
【生涯学習課】

【事業概要】老朽化していたロールスクリーンを撤去し、新たにカーテンを
設置しました。

【事業成果】快適に利用できる環境となりました。

カーテン設置状況

○図書館読み聞かせ事業 （予算現額 90千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 80 80
平成２９年度 91 91
増 減 額 △11 △11

【事業概要】乳幼児の親子や小学生を対象に、ボランティアの協力のもと、
紙芝居や絵本の読み聞かせを実施しました。
また、福祉施設では高齢者を対象に、昔話など大型絵本での読

み聞かせを行いました。
【事業成果】子どもや保護者に本の楽しさを伝え、図書館の継続的な利用と

読書推進につなげることができました。
高齢者への読み聞かせは、昔を懐かしんで楽しむ姿が見られ大

好評を得ました。

読み聞かせボランティアによる絵本等の読み聞かせ
・市図書館 毎週土曜日
・高富児童館、子どもげんきはうす 月１～２回
・梅原、伊自良南、伊自良北小学校 月２回（夏休みを除く。）
・三光園、椿野苑、桜美寮 月１回

図書館での読み聞かせの様子
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【款 教育費 項 社会教育費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

文化施設費 ○図書館講座 （予算現額 66千円）
【生涯学習課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 34 34
平成２９年度 36 36
増 減 額 △2 △2

【事業概要】乳幼児の親子を対象に、絵本の楽しさを知ってもらうための講
座を開催しました。

【事業成果】親子で楽しめる講座を開催し、読み聞かせの大切さや絵本の楽
しさを知ってもらうことができ、図書館への関心を促すことがで
きました。

乳幼児講座 絵本の世界にとびだそう！
１回目 がたんごとんがたんことん ６月１９日(火)４２人参加
２回目 わたしのワンピース １０月 ２日(火)３５人参加
３回目 ぐりとぐらのおきゃくさま １２月１１日(火)３０人参加
４回目 おおおきなかぶ ２月 ５日(火)４４人参加

乳幼児教室 絵本の世界にとびだそう！ の様子

○花咲きホール利用状況一覧表

【事業概要】芸術文化及び地域文化の推進を図るため、充実したホールの運
営に努めました。

【事業成果】自主公演の実施をはじめ、公共団体等の積極的なホール活用、
市民文化活動団体への支援、貸館等により、芸術、文化の一端を
広く市民に知ってもらうことができました。

＜花咲きホール利用実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
利用者数 １０，５５２人 １３，２２５人 △２，６７３人
利用日数 ２０２日 ２３５日 △３３日
施設使用料 ８８１千円 ８８３千円 △３千円
※利用日数は、どの施設を利用してもカウントしています。
※休館日利用もカウントしています。
※メンテナンスはカウントしていません。



- 200 -

【款 教育費 項 社会教育費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

文化施設費 ○花咲きホール公演事業 （予算現額 18,370千円）
【生涯学習課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 18,018 3,230 14,788
平成２９年度 17,580 2,850 14,730
増 減 額 438 380 58
※その他：ふるさと応援基金・花咲ホール運営等収入金・地域創造助成金等

【事業概要】優れた芸術文化に触れる機会をつくり、市民の豊かな心を育
むため、学校・保育園へのアウトリーチやホールでの公演事業
を実施しました。

【事業成果】アウトリーチ事業では、質の高い優れた芸術文化を小中学
校・保育園で開催し、公演事業では、「０歳シリーズ」と題
して乳幼児から大人まで幅広い年齢層を対象としたクラシッ
クコンサートをはじめ、和太鼓・サクソフォーン・ピアノの
公演を開催しました。多くの市民が多様で楽しい芸術文化に
親しみを持つことができ、来場者から好評を得ました。
その他にも、毎年恒例となった公募により参加者を募る「オ
リジナル演劇」や「花咲きコンサート」を実施し、参加者に
一つの作品を創り上げ、舞台に立つ喜びと感動を味わっても
らうことができました。

１）自主事業（財源助成）
◎文化庁 「芸術家の派遣事業」
◎一般財団法人 地域創造「音活支援・文化庁連携事業」
◆「芸術家の派遣事業」（アウトリーチ）
●１回目 平成３０年１０月１６日～１９日
派遣アーティスト：クワチュール・ベー（サクソフォーン）
・実施校：伊自良南・桜尾・大桑・美山・伊自良北・梅原 各小

学校、伊自良中学校 参加者 延べ３０４名
●２回目 平成３０年１１月６日～９日
派遣アーティスト：中川賢一（ピアノ）大野章成（ピアノ調律師）
・実施校：高富・富岡・桜尾・いわ桜 各小学校

参加者 延べ２３９名
◆「音活支援・文化庁連携事業」（公演）
●１回目 平成３０年１１月１０日（土）
「中川賢一・クワチュール・ベー ジョイントコンサート」

来場者数：１６２名
◆「地域の芸術環境づくり助成」（コミュニティ助成）（公演）
●１回目 平成３０年９月１６日（日）
「野々田万照・おかゆ老若男女ライブ」 来場者数：２４４名

ｸﾜﾁｭｰﾙ・ﾍﾞｰ ｱｳﾄﾘｰﾁ 野々田万照・おかゆ老若男女ｺﾝｻｰﾄ
次頁につづく
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【款 教育費 項 社会教育費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

文化施設費 ○花咲きホール公演事業 （つづき）
【生涯学習課】

２）自主事業（市単独）

◆「芸術の宝箱事業」（アウトリーチ）
●１回目 平成３０年６月１９日～２２日

派遣アーティスト：遊打＠SOUL（和太鼓）
・実施校：桜尾・大桑・高富・伊自良北 各小学校

参加者：延べ３３４名
・保育園：伊自良保育園 参加者：７６名

●２回目 平成３１年１月１６日～１８日（アウトリーチ）
派遣アーティスト：永井由比（フルート）松本昌子（ﾐｭｰｼﾞｶﾙ歌手）

小久保まゆき（ピアノ）
・実施校：伊自良南・富岡・いわ桜・美山 各小学校

参加者：延べ１７６名
・保育園：高富・富岡保育園 参加者：２００名

遊打＠SOULｱｳﾄﾘｰﾁ 永井由比ｱｳﾄﾘｰﾁ

◆「芸術の宝箱事業」（公演事業）
●１回目 平成３０年６月２３日（土） 遊打＠SOUL

「BEAT THEATER」公演 来場者：２０６名
●２回目 平成３１年１月１９日（土） 遊打＠SOUL

「楽しい音楽のたまて箱」公演 来場者：１６６名

◆「その他事業」（公募による市民参加型事業）
●オリジナル演劇
「やまがた日記２」～日本のへそ妖怪サミット～ 公募参加者：23名

稽古回数：３１回 ６月１０日～８月１９日まで

公演日 平成３０年８月１８日（土） 来場者：１７６名

８月１９日（日） 来場者：１６７名

●第１４回花咲きコンサート

「市民による第九合唱」 公募参加者：４４名
練習回数：１２回 ９月１日～１２月２日まで
公演日 平成３０年１２月２日（日） 来場者：２５５名

やまがた日記２公演 第１４回花咲きコンサート
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【款 教育費 項 社会教育費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

交流センター費 ○社会教育施設（廃校）図書等業務委託 （予算現額 833千円）
【生涯学習課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 833 833
平成２９年度 0 0
増 減 額 833 833

【事業概要】みやまジョイフル倶楽部図書室の運営外、同施設の管理をＮＰ
Ｏ法人に委託しました。

【事業成果】人件費（嘱託員）等歳出の削減ができました。

○社会教育施設(廃校)改修事業 （予算現額 1,302千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 1,296 1,200 96
平成２９年度 0 0 0
増 減 額 1,296 1,200 96

【事業概要】みやまジョイフル倶楽部交流室に空調設備を整備しました。
【事業成果】交流室が快適に利用できる環境となりました。

・みやまジョイフル倶楽部交流室空調設備設置工事 １，２９６千円

空調設備の設置状況

青少年育成費 ○各種社会教育団体補助金 （予算現額 5,287千円）
【生涯学習課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 5,217 5,217
平成２９年度 5,312 5,312
増 減 額 △29 △95

【事業概要】青少年育成関係団体に活動費及び運営費として補助金を交付し
ました。

【事業成果】各種青少年育成関係団体に補助金を適正に交付し、各団体の活
性化や青少年の健全育成事業の推進を図ることができました。

次頁につづく



- 203 -

【款 教育費 項 社会教育費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

青少年育成費 ○各種社会教育団体補助金 （つづき）
【生涯学習課】

＜事業実績＞
・市子ども会育成協議会補助金 ９１０千円

各子ども会の連絡・連携がとれ、子ども会の活性化につながり子ど
もの育成を図ることができました。

・市青年団体補助金 １８４千円
ＹＡＣＣ活動の活性化を図ることができ、青年団体の育成を図るこ
とができました。

・市青少年育成市民会議活動事業補助金 ２，７８３千円
本市の青少年の現状や青少年を取り巻く環境等の把握に努め、関係
機関との連携により、青少年の健全育成事業を遂行しました。地域
で青少年と大人が交流する催しを行い、相互理解を深めることがで
きたとともに、育成者・指導者の資質向上につながりました。

・ジュニアリーダークラブ活動事業補助金 １９０千円
ジュニアリーダークラブの活性化につながり、リーダーの育成を図
ることができました。

・子ども文化クラブ補助金 １，１５０千円
子どもたちの居場所づくりと、さまざまな体験を通した生きる力の
育成や異年齢及び世代間の交流・地域とのふれあいの場として活動
することができました。

○放課後子どもプラン事業（放課後子ども教室推進事業）
（予算現額 5,645千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 5,129 3,326 1,803
平成２９年度 1,939 1,291 648
増 減 額 3,190 2,035 1,155

【事業概要】子どもたちの放課後の居場所づくり、豊かな体験活動と世代間
交流の場として、土曜教室は延べ３，１７３名が参加、放課後ボ
ランティアは高富・富岡小学校で延べ１２０名が参加し、放課後
子ども教室は市内９小学校３年生の希望者１２０名が参加し、学
習支援等これら事業の講師、コーディネーター等に対し報償費を
支給しました。

【事業成果】地域住民等の指導力を活かした教室が開催され、子どもたちの
放課後等の安全安心な居場所づくりができ、異年齢及び大人世代
とのふれあいと地域社会とのつながりや交流ができました。また、
放課後子ども教室では学習習慣の定着を目指す「スタディハビッ
ト教室」を新規実施し、学習支援の効果が現れました。

○国際交流事業 （予算現額 286千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 130 130
平成２９年度 235 235
増 減 額 △105 △105

次頁につづく
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【款 教育費 項 社会教育費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

青少年育成費 ○国際交流事業 （つづき）
【生涯学習課】

【事業概要】山県市ホストファミリーの会に対し、国際交流促進のための活
動費及び運営費として補助金を交付しました。

【事業成果】リトアニア合唱団の学生等のホームステイ受入れやリトアニア
・パクルオイス市訪問を行うなど、積極的に国際交流活動を行う
山県市ホストファミリーの会の活動を支援し、民間レベルの交流
促進を図ることができました。

リトアニア合唱団市長訪問 伊自良中学校訪問

人権教育費 ○人権教育啓発事業 （予算現額 710千円）
【生涯学習課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 613 163 450
平成２９年度 667 167 500
増 減 額 △54 △4 △50

【事業概要】あらゆる人権問題の解消、また、子どもを含めた幅広い世代に
おいて人権感覚を涵養するために、講演会の開催及び啓発を行い
ました。

【事業成果】講演会などにおいて人権問題についての学習機会を提供するこ
とにより、正しい理解と認識を深め、人権意識の高揚を図ること
ができました。また、美里会館での習字教室において子どもたち
が集うことにより、地域住民との交流を図ることができました。

◇「人権教育講演会」
平成３０年８月２２日（水） 美山中央公民館
講師：蓮池 薫氏 演題：「夢と絆」
標語入り啓発物品・チラシ配布
標語入りボールペン作成 ６００本

使用標語／「みんなで築こう、人権の世紀」
◇美里会館習字教室 年間３６回（教室生４２名）

＜事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

講演会参加者 ６００人 ※１８０人 ４２０人
習字教室参加者 ４２人 ４２人 ０人
※平成２９年度は映画会の参加者数

人権教育講演会の様子
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【款 教育費 項 社会教育費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

文化財保護費 ○市重要無形民俗文化財舞台公演事業 （予算現額 440千円）
【生涯学習課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 438 438
平成２９年度 475 475
増 減 額 △37 △37

【事業概要】市重要無形民俗文化財伝承活用事業実行委員会に補助金を交付
し、舞台公演等の事業計画、後継者の発掘及び育成の問題等につ
いての会議及び市重要無形民俗文化財（柿野獅子神楽、伊自良十
六拍子、葛原太鼓踊り、立華、北山雨乞い太鼓･雨乞い踊り）の
伝統芸能等の舞台公演会を実施しました。また、同会場にて地域
の祭りや民俗行事の様子を紹介したパネル展示を行いました。

【事業成果】地域の文化遺産である伝統芸能等について、その歴史と活動を
市内外に情報発信し、文化遺産の保存と活用を図りながら、ふる
さとの再生、地域活性化の一助とすることができました。
また、後継者の発掘及び育成について、その募集や小中学生へ

の指導等、市重要無形民俗文化財保存会員の意識高揚につながり
ました。

＜重要無形民俗文化財舞台公演会 事業実績＞
区 分 来場者数 期 日 会 場

平成３０年度 １５０人 ３月 ３日 花咲きホール
平成２９年度 ２１０人 ２月１８日 花咲きホール
※平成２９年度は民俗調査記録映像上映会来場者を含む。

市重要無形民俗文化財舞台公演会の様子
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【款 教育費 項 社会教育費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

文化財保護費 ○市無形民俗文化財調査研究等事業 （予算現額 740千円）
【生涯学習課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 740 740
平成２９年度 1,311 1,311
増 減 額 △571 △571

【事業概要】市伝統文化地域活性化実行委員会に補助金を交付し、民俗文化
財の普及啓発活動として、市内の民俗諸行事を成立させてきた背
景となるような各地域の自然・歴史・文化、それらを含めた風土
について、市文化財審議会委員長の西村覺良氏による「民俗文化
財を生んだ山県市の歴史的風土」と題した講演を市重要無形民俗
文化財舞台公演会にて行いました。
また、市重要無形民俗文化財６団体について、民俗学の学識経

験者及び調査員により、芸能の概要や保存団体の活動を紹介する
リーフレットを編集・製作しました。

【事業成果】親から子へ代々受け継がれてきた地域の伝統芸能やふるさとの
よさを次世代に継承することの大切さについて、参加した市民及
び市外の方に伝えることができました。リーフレットについては、
今後保存会のＰＲにより普及啓発や後継者確保への活用が期待さ
れます。

講演会の様子と講演内容の１ページ

リーフレットの一例

○大桑城・明智伝説ガイド等作成業務委託事業
（予算現額 4,200千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 4,193 2,000 2,193
平成２９年度 0 0 0
増 減 額 4,193 2,000 2,193

次頁につづく



- 207 -

【款 教育費 項 社会教育費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

文化財保護費 ○大桑城・明智伝説ガイド等作成業務委託事業 （つづき）
【生涯学習課】

【事業概要】大河ドラマ「麒麟がくる」放送を機に、本市の明智光秀ゆかり
の地としての歴史・文化・伝承を知ってもらうために、明智光秀
と土岐氏及び大桑城の歴史・伝承に特化した歴史ストーリーガイ
ド別冊版と、山城ブーム・登山ブームの高まりも踏まえ、大桑城
址・古城山への登山を満喫してもらうため見所・解説入りの登山
マップを各10,000部作成しました。

【事業成果】大河ドラマ放映決定を受け、市内関係機関や団体及び公共施設、
並びに県や県内関係市町のほか、多くの市内外の方々に配布し、
本市の歴史的魅力や情報を発信することができました。

別冊版（表裏表紙） 大桑城登山マップ（内面）

○市天然記念物おなみ桜樹勢回復環境整備事業
（予算現額 1,000千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 972 972
平成２９年度 0 0
増 減 額 972 972

【事業概要】市天然記念物「おなみ桜」の樹勢回復を図るため、コンクリー
ト舗装の剥離、コンクリート製侵入防止柵の撤去、土壌改良等の
環境改善工事を行いました。

【事業成果】「おなみ桜」樹勢衰退の原因と考えられる樹幹周辺の舗装版除
去等樹木の負担を軽減し、土壌改良剤混入等により、今後の樹勢
回復につながる環境が整いました。

施工前 施工後 施工後
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【款 教育費 項 保健体育費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
教育費 保健体育費 ７６，７８１ ７５，５２２

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

保健体育総務費 ○全国大会等出場者応援金事業 （予算現額 3,000千円）
【生涯学習課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 2,400 2,400
平成２９年度 2,905 2,905
増 減 額 △505 △505

【事業概要】国際的又は全国的な文化若しくは体育の大会に出場する人に、
出場応援金として山県まちづくり振興券を交付しました。

【事業成果】体育・文化の各方面で、出場選手の経費負担の軽減を図ること
ができ、選手の励みにもなりました。

＜事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
体育活動 ５０件 ６６件 △１６件
文化活動 ４件 ２件 ２件
合 計 ５４件 ６８件 △１４件

○地区体育振興会支援事業 （予算現額 3,239千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 3,239 3,239
平成２９年度 3,261 3,261
増 減 額 △22 △22

【事業概要】各地区体育振興会に対し、市民の健康保持・増進等を目的とし
た事業運営費に係る経費を助成しました。（対象：１２団体）

【事業成果】各地区体育振興会において、市民運動会、グラウンドゴルフ大
会、ソフトバレーボール大会、歩け歩け大会等を開催し、市民間
のコミュニティ意識の高揚及び生涯スポーツの振興を図ることが
できました。
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【款 教育費 項 保健体育費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

保健体育総務費 ○体育協会支援事業 （予算現額 4,500千円）
【生涯学習課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 4,500 4,500
平成２９年度 4,500 4,500
増 減 額 0 0

【事業概要】市体育協会に対し、スポーツの普及振興の事業運営費に係る経
費を助成しました。（協会傘下１７団体）

【事業成果】スポーツの普及振興、市民の体力向上及びスポーツ精神の高揚
を図ることができました。また、昨年度に引き続き、種目別団体
の組織強化及び競技力向上を図るため、「第４回山県市民スポー
ツ大会」を実施しました。

「第１５回やまがたジョギング大会 １，３００名参加」

「第４回山県市民スポーツ大会 １２競技会開催」

○総合型地域スポーツクラブ支援事業 （予算現額 4,500千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 4,500 4,500
平成２９年度 4,500 4,500
増 減 額 0 0

次頁につづく
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【款 教育費 項 保健体育費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

保健体育総務費 ○総合型地域スポーツクラブ支援事業 （つづき）
【生涯学習課】

【事業概要】ＮＰＯ法人たかとみスポーツクラブに対し、スポーツ振興、心
と体の健康づくりの普及振興事業運営費に係る経費を助成しま
た。

【事業成果】各種スクール・スポーツ広場・教室等を開催し、多くの市民が
スポーツ活動及び文化の振興に触れ親しむ機会を提供でき、青少
年の健全育成と市の「スポーツ・文化のまちづくり」の発展に寄
与することができました。

＜事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
会 員 数 １，１６７人 １，３４５人 △１７８人
スクール数 ２５講座 ２４講座 １講座
スポーツ広場 ９講座 ９講座 ０講座
スポーツ教室 ２０講座 ２０講座 ０講座

・スタートの会（春） ・夏休み水泳教室
・スキー教室（冬） ・TSC杯硬式テニス大会
・中学運動部活動支援事業「コンディションを整えよう」
・中学運動部活動支援事業「スポーツ栄養講座」

○レクリエーション協会支援事業 （予算現額 120千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 120 120
平成２９年度 120 120
増 減 額 0 0

【事業概要】市レクリエーション協会に対し、生涯スポーツの普及啓発及び
事業推進にかかる経費を助成しました。

【事業成果】市民の健康寿命の延伸及び地域の交流並びに絆づくりの推進
を図るため、「山県市レクリェーションフェスティバル２０１８」
を開催しました。

開催日 １１月２５日（日）
場 所 伊自良南小学校グラウンド及び体育館
参加者 １５０人

「市レクリエーションフェスティバル２０１８」の様子
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【款 教育費 項 保健体育費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

保健体育総務費 ○ラジオ体操会事業 （予算現額 633千円）
【生涯学習課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 593 593
平成２９年度 595 595
増 減 額 △2 △2

【事業概要】市民の健康保持・増進、コミュニティ意識の醸成を図るため、
昨年度に引き続き市ラジオ体操・みんなの体操会を開催しまし
た。７月から８月にかけ、庁舎前のげんき広場のほか各地区の小
学校等８会場でラジオ体操会を実施しました。

【事業成果】ラジオ体操会には延べ１，５４０人が参加し、地域のコミュニ
ティ及び市民の健康に対する意識の高揚を図ることができまし
た。

ラジオ体操会の様子

保健体育施設費 ○指定管理委託事業 （予算現額 43,050千円）
【生涯学習課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 43,050 43,050
平成２９年度 43,050 43,050
増 減 額 0 0

【事業概要】市内の１２箇所の社会体育施設の管理運営を、ＮＰＯ法人たか
とみスポーツクラブに、指定管理として委託しました。

【事業成果】市内の社会体育施設の管理・運営をＮＰＯ法人たかとみスポー
ツクラブに管理委託し、維持管理経費の節減と市民サービスの向
上を図ることができました。

次頁につづく
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【款 教育費 項 保健体育費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

保健体育施設費 ○指定管理委託事業 （つづき）
【生涯学習課】

＜指定管理施設利用状況＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

開館日数 ３５８日 ３５８日 ０日
アリーナ・柔道場 87,777人 92,722人 △4,945人
トレーニングﾙｰﾑ 26,638人 33,305人 △6,667人
総合グラウンド 18,418人 18,695人 △277人
総合テニスコート 19,099人 21,553人 △2,454人
梅原グラウンド 5,077人 5,978人 △901人
梅原テニスコート 4,908人 5,420人 △512人
大桜グラウンド 13,268人 12,989人 279人
高富体育館 14,482人 13,901人 581人
伊自良グラウンド 10,631人 9,872人 759人
伊自良テニスｺｰﾄ 5,138人 3,249人 1,889人
美山総合運動場 1,652人 3,045人 △1,393人
美山テニスコート 801人 792人 9人
富波体育館 3,415人 4,409人 △994人
富波運動場 640人 810人 △170人
ｼﾞｮｲﾌﾙｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 40人 0人 40人
ｼﾞｮｲﾌﾙ体育館 408人 1,344人 △936人
葛原体育館 0人 0人 0人
葛原運動場 80人 88人 △8人
乾体育館 3,256人 2,735人 521人
乾運動場 980人 984人 △4人
谷合運動場 2,021人 3,065人 △1,044人

利用者計 218,729人 234,956人 △16,227人
施設利用料 20,407千円 20,704千円 △297千円

○体育施設管理用乗用芝刈り機購入事業 （予算現額 800千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 755 755
平成２９年度 0 0
増 減 額 755 755

【事業概要】富波運動場（約２，７００㎡）の天然芝（ティフトン芝）を適
正管理するため、乗用芝刈り機を購入しました。

【事業成果】広大な芝生用地が乗用芝刈り機を購入したことにより、迅速且
つ少ない労力で適正な芝生管理をすることができました。

体育施設管理用乗用芝刈り機
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【款 災害復旧費 項 農林水産施設災害復旧費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
災害復旧費 １１４，６０５ ５７，４５７

農 林 水 産 施 設 災 害 復 旧 費 １１４，６０５ ５７，４５７

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

林道災害復旧費 ○測量設計委託 （予算現額 16,937千円）
【農林畜産課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 15,660 15,660
平成２９年度 5,508 5,508
増 減 額 10,152 10,152

【事業概要】平成３０年７月８日の豪雨による林道被災地の測量設計を行い
ました。

【事業成果】林道災害を復旧する準備ができました。

【不用額】 １，２７７千円
◇主な理由：入札差金等により不用額が生じました。

○災害復旧工事 （予算現額 97,633千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 41,797 14,337 4,400 23,060
平成２９年度 906 161 0 745
増 減 額 40,891 14,176 4,400 22,315

【事業概要】平成２９年８月１８日の豪雨により被災した高田～斧田、栢野
線の２路線３箇所の災害復旧事業と、平成３０年７月８日の豪雨
による路面清掃、倒木撤去等を行いました。

【事業成果】繰越し災害復旧工事で実施していた、法面客土吹付工事と重力
式擁壁設置工事が完了したことにより、林道利用者の安全を確保
しました。引き続き、平成３０年７月８日の豪雨による被災地復
旧工事の早期完了に努めます。

＜林道災害復旧工事＞ （単位：千円）
平成３０年度事業 27,536
林道日原線災害復旧工事 7,270
その他復旧工事２５件 20,266

平成２９年度繰越事業 14,261
林道栢野線災害復旧工事 2,688
林道高田～斧田線災害復旧工事 8,060
その他復旧工事１０件 3,513

合計 41,797

◆翌年度繰越額 ５５，８３６千円
地権者との協議に不測の日数を要し、今年度中の完成が困難となったた
め次年度へ繰越しました。

次頁につづく
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【款 災害復旧費 項 農林水産施設災害復旧費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

林道災害復旧費 ○災害復旧工事 （つづき）
【農林畜産課】

林道栢野線 法面客土吹付工事
（平成２９年度繰越事業）

林道高田～斧田線 重力式擁壁設置工事
（平成２９年度繰越事業）
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【款 公債費 項 公債費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
公債費 ２，０７８，６８９ ２，０７１，６３６

公債費 ２，０７８，６８９ ２，０７１，６３６

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

元金 ○市債元金償還金 （予算現額 1,950,703千円）
【企画財政課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 1,950,703 1,950,703
平成２９年度 2,005,375 2,005,375
増 減 額 △54,672 △54,672

【事業概要】事業を実施するための財源としてこれまで発行してきた市債（旧
町村を含む。）に係る元金を償還しました。

【事業成果】市債残高を縮減することができました。

＜元金償還金＞ （単位：千円）
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

普通債 ３６６，８６１ ４１６，７３５ △４９，８７４
うち辺地対策債 ６，３６２ ６，３０８ ５４
うち過疎対策債 ９１，１３７ ８８，４４７ ２，６９０
災害復旧債 １，００９ １，０２９ △２０
減税補てん債 ３２，３８０ ３２，０１５ ３６５
臨時税収補てん債 ０ １１，７８９ △１１，７８９
臨時財政対策債 ４９３，１１５ ４５４，４０４ ３８，７１１
合併特例債 １，００１，４７９ １，０３４，０９９ △３２，６２０
地域再生事業債 ５５，８５９ ５５，３０４ ５５５
合 計 １，９５０，７０３ ２，００５，３７５ △５４，６７２

利子 ○市債利子償還金 （予算現額 127,986千円）
【企画財政課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 120,934 120,934
平成２９年度 149,599 149,599
増 減 額 △28,665 △28,665

【事業概要】市債に係る利子を償還しました。
【事業成果】借入金に対する金利分を適正に支出することができました。

＜利子償還金＞ （単位：千円）
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

普通債 １７，３０１ ２３，４９７ △６，１９６
うち辺地対策債 １１９ １７３ △５４
うち過疎対策債 ２，６９７ ３，７１２ △１，０１５

災害復旧債 １８ ２６ △８
減税補てん債 ６１７ ９８２ △３６５
臨時税収補てん債 ０ １９０ △１９０
臨時財政対策債 ３７，４８１ ４５，２１７ △７，７３６
合併特例債 ６４，３５５ ７７，９７１ △１３，６１６
地域再生事業債 １，１６２ １，７１６ △５５４
合 計 １２０，９３４ １４９，５９９ △２８，６６５

【不用額】 ７，０５２千円
◇主な理由：一時借入を行わなかったこと等により、不用額が生じました。
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所管別主要な施策の成果説明書

（２） 特 別 会 計
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事業別目次

（２）特別会計

※ ◎は新規事業 ○は拡充事業 として当初予算概要調書の主な歳出予算一覧表に
掲げた事業等です。

（会計） （事業名） （事業費） （頁）

国民健康保険 優良家庭表彰事業 ・・・・・・・・・・・・・ 645千円 ２２１

国民健康保険 一般被保険者療養給付事業 ・・・・・・ 1,993,184千円 ２２１

国民健康保険 退職被保険者等療養給付事業 ・・・・・・・ 4,068千円 ２２２

国民健康保険 一般被保険者療養費 ・・・・・・・・・・・23,028千円 ２２２

国民健康保険 退職被保険者等療養費 ・・・・・・・・・・・・15千円 ２２３

国民健康保険 審査支払手数料 ・・・・・・・・・・・・・ 6,133千円 ２２３

国民健康保険 一般高額療養費支払額 ・・・・・・・・・ 276,996千円 ２２４

国民健康保険 退職高額療養費支払額 ・・・・・・・・・・・ 252千円 ２２４

国民健康保険 出産育児一時金 ・・・・・・・・・・・・・ 6,300千円 ２２５

国民健康保険 葬祭費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2,300千円 ２２５

◎ 国民健康保険 一般被保険者医療給付費分事業費納付金 ・ 597,874千円 ２２６

◎ 国民健康保険 退職被保険者等医療給付費分事業費納付金 ・ 1,632千円 ２２６

◎ 国民健康保険 一般被保険者後期高齢者支援金等分

事業費納付金 ・・・・・・・・・・・・・ 186,723千円 ２２６

◎ 国民健康保険 退職被保険者等後期高齢者支援金等分

事業費納付金 ・・・・・・・・・・・・・・・ 564千円 ２２７

◎ 国民健康保険 一般被保険者介護納付金分事業費納付金 ・・71,821千円 ２２７

国民健康保険 特定健康診査・特定保健指導事業 ・・・・・16,900千円 ２２７

国民健康保険 人間ドック補助事業 ・・・・・・・・・・・・ 559千円 ２２８

介護保険 介護認定事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・20,604千円 ２３０

介護保険 居宅介護サービス給付事業 ・・・・・・・・・ 976,383千円 ２３１

介護保険 施設介護サービス給付事業 ・・・・・・・・・ 855,682千円 ２３２

介護保険 居宅介護福祉用具購入事業 ・・・・・・・・ ・・1,913千円 ２３２

介護保険 居宅介護住宅改修事業 ・・・・・・・・・・・・ 5,471千円 ２３２

介護保険 居宅介護サービス計画給付事業 ・・・・・・・ 110,883千円 ２３３

介護保険 地域密着型介護サービス事業 ・・・・・・・・ 281,019千円 ２３３

介護保険 介護予防サービス給付事業 ・・・・・・・・・・24,455千円 ２３４

介護保険 介護予防福祉用具購入事業 ・・・・・・・・・・・ 696千円 ２３５

介護保険 居宅予防住宅改修事業 ・・・・・・・・・・・・ 3,536千円 ２３５

介護保険 介護予防サービス計画給付事業 ・・・・・・・・ 8,065千円 ２３５

介護保険 地域密着型介護予防サービス事業 ・・・・・・・ 1,825千円 ２３６

介護保険 審査支払手数料 ・・・・・・・・・・・・・・・ 2,006千円 ２３６

介護保険 高額介護サービス費 ・・・・・・・・・・・・・55,494千円 ２３７

介護保険 高額介護予防サービス費 ・・・・・・・・・・・・・28千円 ２３７

介護保険 特定入所者介護サービス事業 ・・・・・・・・ 106,740千円 ２３８

介護保険 特定入所者介護予防サービス事業 ・・・・・・・・・ 9千円 ２３８
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介護保険 高額医療合算介護サービス事業 ・・・・・・・・ 7,669千円 ２３９

介護保険 高額医療合算介護予防サービス事業 ・・・・・・・・ 3千円 ２３９

介護保険 地域包括支援センター運営業務委託事業 ・・・・31,400千円 ２４０

介護保険 紙おむつ助成事業 ・・・・・・・・・・・・・・ 3,604千円 ２４１

介護保険 介護相談員派遣事業 ・・・・・・・・・・・・・ 1,843千円 ２４１

介護保険 みまもりボランティア訪問活動事業 ・・・・・・・ 350千円 ２４２

介護保険 配食サービス事業 ・・・・・・・・・・・・・・ 7,168千円 ２４２

介護保険 高齢者食事実態調査業務委託事業 ・・・・・・・・ 500千円 ２４３

介護保険 認知症カフェ事業 ・・・・・・・・・・・・・・・ 600千円 ２４３

○ 介護保険 介護予防・生活支援サービス事業費 ・・・・・・50,036千円 ２４４

介護保険 介護予防普及啓発事業 ・・・・・・・・・・・・・ 107千円 ２４４

介護保険 一般介護予防事業費 ・・・・・・・・・・・・・13,433千円 ２４６

介護保険 フレイル予防事業 ・・・・・・・・・・・・・・・ 401千円 ２４７

後期高齢者医療 賦課徴収事業 ・・・・・・・・・・・・・・ 792千円 ２４９

後期高齢者医療 後期高齢者医療広域連合納付金 ・・・・ 312,644千円 ２４９

後期高齢者医療 後期高齢者健康診査事業 ・・・・・・・・ 6,710千円 ２５０

簡易水道事業 簡易水道事業 ・・・・・・・・・・・・・・35,985千円 ２５２

簡易水道事業 市債元金償還金 ・・・・・・・・・・・・・46,733千円 ２５３

簡易水道事業 市債利子償還金 ・・・・・・・・・・・・・14,676千円 ２５３

農業集落排水事業 農業集落排水施設管理事業 ・・・・・ 194,674千円 ２５４

農業集落排水事業 市債元金償還金 ・・・・・・・・・・ 215,380千円 ２５５

農業集落排水事業 市債利子償還金 ・・・・・・・・・・・50,069千円 ２５５

公共下水道事業 公共下水道施設管理事業 ・・・・・・・ 101,844千円 ２５６

公共下水道事業 公共下水道施設整備事業 ・・・・・・・ 257,590千円 ２５６

公共下水道事業 市債元金償還金 ・・・・・・・・・・・ 150,853千円 ２５７

公共下水道事業 市債利子償還金 ・・・・・・・・・・・・83,552千円 ２５７

高富財産区 管理会開催 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・85千円 ２５８

高富財産区 財産の維持管理委託事業 ・・・・・・・・・・ 1,471千円 ２５８
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【国民健康保険特別会計】
（単位：千円）

会 計 名 予 算 現 額 支 出 済 額
国民健康保険特別会計 ３，４０１，９４７ ３，２８１，０８４

【款 総務費 項 趣旨普及費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

趣旨普及費 ○優良家庭表彰事業 （予算現額 750千円）
【市民環境課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 645 645
平成２９年度 650 650
増 減 額 △5 △5

【事業概要】１年間無受診の国保世帯に対して、１世帯につき５千円の山県ま
ちづくり振興券を贈呈しました。

【事業成果】被保険者の健康意識の向上が図れたとともに、地域活性化や市内
商工業の振興を図ることができました。

＜実績等＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
配 布 数 １２９世帯 １３０世帯 △１世帯

【款 保険給付費 項 療養諸費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

一般被保険者療養 ○一般被保険者療養給付事業 （予算現額 2,043,592千円）
給付費
【市民環境課】 [事業費財源内訳表] （単位：千円）

特 定 財 源
区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源

支出金
平成３０年度 1,993,184 0 1,993,184 0 0
平成２９年度 1,934,832 385,853 109,760 1,917 1,437,302
増 減 額 58,352 △385,853 1,883,424 △1,917 △1,437,302
※その他：第三者納付金

【事業概要】一般被保険者の疾病及び負傷に関して、診療、薬剤又は治療材料
の支給、処置、手術その他の治療等の医療サービスを行いました。

【事業成果】一般被保険者の疾病及び負傷に対して、診療・薬剤の支給等を保
険医療機関から現物給付することで、適正な保険給付を図ることが
できました。

＜実績等＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
支給件数 １１６，７１１件 １１９，３６５件 △２，６５４件

【不用額】 ５０，４０８千円
◇主な理由：１人当たり医療費の伸び率が予算より少なく、被保険者数の減

少もあり、医療費に不用額が生じました。
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【款 保険給付費 項 療養諸費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

退職被保険者等療養 ○退職被保険者等療養給付事業 （予算現額 5,121千円）
給付費

【市民環境課】 [事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 4,068 4,068 0 0
平成２９年度 14,930 0 14,930 0
増 減 額 △10,862 4,068 △14,930 0
※その他：療養給付費等交付金

【事業概要】退職被保険者の疾病及び負傷に関して、診療、薬剤又は治療材
料の支給、処置、手術その他の治療等の医療サービスを行いまし
た。

【事業成果】退職被保険者の疾病及び負傷に対して、診療・薬剤の支給等を
保険医療機関から現物給付することで、適正な保険給付を図るこ
とができました。

＜実績等＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

支給件数 ４１１件 １，０４３件 △６３２件
※退職被保険者制度廃止に伴う支給件数減少

【不用額】 １，０５３千円
◇主な理由：退職被保険者の人数の減少により予算を下回ったため、不用

額が生じました。

一般被保険者療養費 ○一般被保険者療養費 （予算現額 26,573千円）
【市民環境課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 23,028 0 23,028 0
平成２９年度 26,965 5,377 1,530 20,058
増 減 額 △3,937 △5,377 21,498 △20,058

【事業概要】柔道整復・あんま・はり・灸・マッサージ師等の施術・コルセ
ット治療用装具等を基準に基づき支給しました。

【事業成果】療養の給付等の補完的な役割や緊急その他やむを得ない事情で
医療機関に支払った場合に、一部負担額相当分を除いた額を支給
することで、適正な保険給付を図ることができました。

＜実績等＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

支給件数 ３，５３８件 ４，０６５件 △５２７件

【不用額】 ３，５４５千円
◇主な理由：一般被保険者の人数の減少により予算を下回ったため、不用

額が生じました。
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【款 保険給付費 項 療養諸費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

退職被保険者等療養 ○退職被保険者等療養費 （予算現額 179千円）
費

【市民環境課】 [事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 15 15 0 0
平成２９年度 155 0 155 0
増 減 額 △140 15 △155 0
※その他：療養給付費等交付金

【事業概要】柔道整復・あんま・はり・灸・マッサージ師等の施術・コルセ
ット治療用装具等を基準に基づき支給しました。

【事業成果】療養の給付等の補完的な役割や緊急その他やむを得ない事情で
医療機関に支払った場合に、一部負担額相当分を除いた額を支給
することで、適正な保険給付を図ることができました。

＜実績等＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

支給件数 ４件 ２７件 △２３件
※退職被保険者制度廃止に伴う支給件数減少

審査支払手数料 ○審査支払手数料 （予算現額 6,405千円）
【市民環境課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 6,133 6,133 0
平成２９年度 4,272 0 4,272
増 減 額 1,861 6,133 △4,272

【事業概要】国保事業の円滑な推進のため診療報酬明細書を審査し、過誤を
調整することにより、適正な医療費等の給付に努めました。

【事業成果】適正な診療報酬支払い業務が実施できました。
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【款 保険給付費 項 高額療養費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

一般被保険者高額 ○一般高額療養費支払額 （予算現額 282,975千円）
療養費

【市民環境課】 [事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 276,996 0 276,996 0
平成２９年度 260,599 51,970 14,783 193,846
増 減 額 16,397 △51,970 262,213 △193,846

【事業概要】医療水準の向上に伴い医療費の自己負担額は高額となり、高額
療養費を支給することで、一般被保険者自己負担の軽減を図りま
した。

【事業成果】医療の高度化傾向に対応し、一部負担金の軽減を図ることがで
きました。

＜実績等＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

支給件数 ５，３７６件 ５，１３１件 ２４５件

【不用額】 ５，９７９千円
◇主な理由：一般被保険者の人数の減少により予算を下回ったため、不用

額が生じました。

退職被保険者等高額 ○退職高額療養費支払額 （予算現額 1,327千円）
療養費

【市民環境課】 [事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 252 252 0 0
平成２９年度 3,008 0 3,008 0
増 減 額 △2,756 252 △3,008 0
※その他：療養給付費等交付金

【事業概要】医療水準の向上に伴い医療費の自己負担額は高額となり、高額
療養費を支給することで、退職被保険者自己負担の軽減を図りま
した。

【事業成果】医療の高度化傾向に対応し、一部負担金の軽減が図ることがで
きました。

＜実績等＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

支給件数 ３件 １３件 △１０件
※退職被保険者制度廃止に伴う支給件数減少

【不用額】 １，０７５千円
◇主な理由：退職被保険者の人数の減少により予算を下回ったため、医療

費に不用額が生じました。
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【款 保険給付費 項 出産育児諸費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

出産育児一時金 ○出産育児一時金 （予算現額 12,600千円）
【市民環境課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 6,300 4,200 2,100
平成２９年度 8,400 5,600 2,800
増 減 額 △2,100 △1,400 △700
※その他：出産育児費繰入金（２／３）

【事業概要】産科医療補償制度を利用した被保険者の出産に対して４２万円
を支給しました。

【事業成果】被保険者の出産費用の負担軽減を図ることができました。

＜委任払利用内訳＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

岐阜市内 １５件 １９件 △４件
県内（岐阜市以外） ０件 ０件 ０件
県外 ０件 １件 △１件

計 １５件 ２０件 △５件

【不用額】 ６，３００千円
◇主な理由：当初の見込みより出産数が少なかったため、不用額が生じま

した。

【款 保険給付費 項 葬祭諸費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

葬祭費 ○葬祭費 （予算現額 3,000千円）
【市民環境課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 2,300 2,300
平成２９年度 1,550 1,550
増 減 額 750 750

【事業概要】被保険者が亡くなったとき、葬祭を行った人に葬祭費５万円を
支給しました。

【事業成果】葬儀の負担軽減を図ることができました。

＜実績等＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

支給件数 ４６件 ３１件 １５件
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【款 国民健康保険事業費納付金 項 医療給付費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

一般被保険者医療 ○一般被保険者医療給付費分事業費納付金 （予算現額 597,875千円）
給付費分

【市民環境課】 [事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 597,874 50,828 169,498 377,548
平成２９年度 0 0 0 0
増 減 額 597,874 50,828 169,498 377,548
※その他：一般会計繰入金、保険基盤安定繰入金

【事業概要】国民健康保険の財政支援の拡充や、都道府県が市町村とともに
国民健康保険の運営を行うことにより、医療保険制度の財政基盤
の安定化を図りました。

【事業成果】市の役割分担のもと、国保の運営負担ができました。

※平成３０年度より運営主体が県に移行し実施。

退職被保険者等医療 ○退職被保険者等医療給付費分事業費納付金 （予算現額 1,633千円）
給付費分

【市民環境課】 [事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 1,632 1,632
平成２９年度 0 0
増 減 額 1,632 1,632

【事業概要】国民健康保険の財政支援の拡充や、都道府県が市町村とともに
国民健康保険の運営を行うことにより、医療保険制度の財政基盤
の安定化を図りました。

【事業成果】市の役割分担のもと、国保の運営負担ができました。

※平成３０年度より運営主体が県に移行し実施。

【款 国民健康保険事業費納付金 項 後期高齢者支援金等】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

一般被保険者後期 ○一般被保険者後期高齢者支援金等分事業費納付金
高齢者支援金等分 （予算現額 186,724千円）

【市民環境課】
[事業費財源内訳表] （単位：千円）

特 定 財 源
区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源

支出金
平成３０年度 186,723 30,259 156,464
平成２９年度 0 0 0
増 減 額 186,723 30,259 156,464
※その他：保険基盤安定繰入金

【事業概要】国民健康保険の財政支援の拡充や、都道府県が市町村とともに
国民健康保険の運営を行うことにより、医療保険制度の財政基盤
の安定化を図りました。

【事業成果】市の役割分担のもと、国保の運営負担ができました。

※平成３０年度より運営主体が県に移行し実施。
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【款 国民健康保険事業費納付金 項 後期高齢者支援金等】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

退職被保険者等後期 ○退職被保険者等後期高齢者支援金等分事業費納付金
高齢者支援金等分 （予算現額 564千円）

【市民環境課】
[事業費財源内訳表] （単位：千円）

特 定 財 源
区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源

支出金
平成３０年度 564 564
平成２９年度 0 0
増 減 額 564 564

【事業概要】国民健康保険の財政支援の拡充や、都道府県が市町村とともに
国民健康保険の運営を行うことにより、医療保険制度の財政基盤
の安定化を図りました。

【事業成果】市の役割分担のもと、国保の運営負担ができました。

※平成３０年度より運営主体が県に移行し実施。

【款 国民健康保険事業費納付金 項 介護納付金】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

一般被保険者介護 ○一般被保険者介護納付金分事業費納付金 （予算現額 71,821千円）
納付金分

【市民環境課】 [事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 71,821 8,063 63,758
平成２９年度 0 0 0
増 減 額 71,821 8,063 63,758
※その他：保険基盤安定繰入金

【事業概要】国民健康保険の財政支援の拡充や、都道府県が市町村とともに
国民健康保険の運営を行うことにより、医療保険制度の財政基盤
の安定化を図りました。

【事業成果】市の役割分担のもと、国保の運営負担ができました。

※平成３０年度より運営主体が県に移行し実施。

【款 保健事業費 項 特定健康診査等事業費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

特定健康診査等事業 〇特定健康診査・特定保健指導事業 （予算現額 19,703千円）
費

【市民環境課】 [事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 16,900 0 7,194 9,706
平成２９年度 18,222 4,155 4,155 9,912
増 減 額 △1,322 △4,155 3,039 △206

次頁につづく
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【款 保健事業費 項 特定健康診査等事業費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

特定健康診査等事業 〇特定健康診査・特定保健指導事業 （つづき）
費

【市民環境課】 【事業概要】「高齢者の医療の確保に関する法律」に基づき、４０歳から７
４歳の市国保加入者を対象に、生活習慣病予防及び疾病の早期発
見・早期治療を目的として特定健診を行いました。また、未受診
者対策として特定健診未受診者から医療機関検査データ提供を受
け、受診者とみなす情報提供事業を継続して行いました。特定健
診結果により、運動や食生活の改善を中心とした内臓脂肪症候群
（メタボリックシンドローム）解消のための特定保健指導を行い、
生活習慣の見直し・改善への意識の高揚を図りました。

【事業成果】特定健診受診者は、対象者・受診者ともに減少し、受診率が
０．６ポイント低下しました。しかし情報提供事業の回収率は１．
８ポイント増加しました。また保健指導の利用率は４５.３％で、
約半数の方の生活習慣の見直し・改善を図る指導ができました。

＜事業実績＞ ※受診率確定は１０月のため変動あり

区 分
特定健診（国庫補助事業実績報告書） 特定保健指導
対象者 受診者 受診率 対象者 利用者 利用率

平成３０年度 ５，５３８人 １，６７５人 ３０.２％ １９０人 ８６人 ４５.３％
平成２９年度 ５，７３８人 １，７６７人 ３０.８％ １８０人 ８８人 ４８.９％
増 減 △２００人 △９２人 △０.６㌽ １０人 △２人 △３.６㌽

＜情報提供事業実績＞
区 分 送付者 返送者 回収率

平成３０年度 ７７６人 １８７人 ２４.１％
平成２９年度 ８２０人 １８３人 ２２.３％
増 減 △４４人 ４人 １.８㌽

【不用額】 ２，８０３千円
◇主な理由：特定健診の受診者が想定した人数を下回ったため、不用額

が生じました。

【款 保健事業費 項 保健事業費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

保健衛生普及費 ○人間ドック補助事業 （予算現額 600千円）
【市民環境課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 559 559
平成２９年度 518 518
増 減 額 41 41

【事業概要】市民の健康の保持増進を図るため、人間ドック検診者には一部
経費（限度額１万円）を補助しました。

【事業成果】被保険者の健診費用を助成し、健康保持・推進を図ることがで
きました。

＜実績等＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
支 給 件 数 ５６件 ５２件 ４件
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【収入状況等】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

○国民健康保険税課税収入状況
（単位：円）

年 度 平成３０年度 平成２９年度 増 減
区 分 現年課税分 滞納繰越分 現年課税分 滞納繰越分 現年課税分 滞納繰越分
調 定 額 657,295,900 126,017,689 680,301,600 130,359,191 △23,005,700 △4,341,502
収 納 額 626,124,222 27,732,297 647,988,250 29,285,827 △21,864,028 △1,553,530
還付未済額 149,500 0 201,000 0 △51,500 0
不納欠損額 671,700 8,666,887 1,257,300 5,749,325 △585,600 2,917,562
未 納 額 31,171,678 98,285,392 32,313,350 101,073,364 △1,141,672 △2,787,972
収 納 率 95.26％ 22.01％ 95.25％ 22.47％ 0.01㌽ △0.46㌽

○資格証明書・短期被保険者証発行状況（各年度３月３１日現在）

種 別 平成３０年度 平成２９年度 増 減
資格証明書 ５１世帯 ４１世帯 １０世帯
短期被保険者証 ９２世帯 ９８世帯 △６世帯

計 １４３世帯 １３９世帯 ４世帯

○納付区分状況

区 分
平成３０年度 平成２９年度 増 減

口座振替 一般納付 口座振替 一般納付 口座振替 一般納付
世帯数 2,879世帯 1,164世帯 2,933世帯 1,180世帯 △54世帯 △16世帯
割 合 71.21％ 28.79％ 71.31％ 28.69％ △0.10㌽ 0.10㌽

○納期限後の収納状況 （単位：円）

徴収種別
平成３０年度 平成２９年度 増 減

納期限内 納期限後 納期限内 納期限後 納期限内 納期限後
普通徴収 505,191,572 99,907,747 538,528,950 103,776,827 △33,337,378 △3,869,080
特別徴収 48,757,200 0 34,968,300 0 13,788,900 0

○納税通知書等発送状況（発送数）

種 別 平成３０年度 平成２９年度 増 減
納税通知書（仮・本算定） ７，７１５件 ７，９９５件 △２８０件
変更・決定通知書 １，２４８件 １，１９３件 ５５件
督 促 状 ４，０１０件 ３，４７７件 ５３３件

○申請状況（件数）

申 請 の 種 類 平成３０年度 平成２９年度 増 減
高額療養費の支給 ５，４８１件 ５，１４４件 ３３７件
国民健康保険基準収入額適用の認定 ０件 ０件 ０件
国民健康保険限度額適用・標準負担額減額認定 ４１９件 ３９２件 ２７件
国民健康保険標準負担額減額認定 １２件 １６件 △４件
国民健康保険税減免 ２件 １件 １件
修学中の者に関する適用の特例 １件 ５件 △４件
特定疾病の認定 １件 ２件 △１件
被保険者証の再交付 １２２件 １３５件 △１３件
標準負担額の差額支給 ２０件 ６件 １４件
療養費の支給 １１１件 １９２件 △８１件
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【介護保険特別会計】
（単位：千円）

会 計 名 予 算 現 額 支 出 済 額

介護保険特別会計 ２，６７５，４４２ ２，６３５，０８２

【款 総務費 項 介護認定費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

介護認定費 ○介護認定事業 （予算現額 21,448千円）
【健康介護課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 20,604 20,604 0
平成２９年度 16,746 16,746 0
増 減 額 3,858 3,858 0
※その他：一般会計繰入金

【事業概要】要介護認定事務は認定調査業務や主治医の意見書作成などの処
理を行いました。

【事業成果】適正な要介護認定及び事務処理を行うことができました。

＜要介護認定事務内訳＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

審査委員報酬・費用弁償等 3,884千円 3,406千円 478千円
審査会開催 47回 40回 7回

主治医意見書作成費等 6,068千円 4,946千円 1,122千円
主治医意見書作成件数 1,344件 1,091件 253件

認定に係る通信費等 430千円 455千円 △25千円
訪問調査委託・ｼｽﾃﾑ保守委託料 2,710千円 1,642千円 1,068千円
訪問調査員賃金・共済費等 7,295千円 6,151千円 1,144千円
訪問調査件数 1,325件 1,076件 249件

うち訪問調査委託件数 418件 147件 271件
消耗品費等 217千円 146千円 71千円

＜第１号保険者認定率＞

区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
(平成31年3月31日現在) (平成30年3月31日現在)

第１号保険者 9,162人 9,081人 81人
認定者数 1,329人 1,319人 10人
認定率 14.5％ 14.5％ 0㌽

＜要介護（要支援）認定者数＞
平成３０年度 平成２９年度 増 減

区分 (平成31年3月31日現在) (平成30年3月31日現在)
認定者数 割 合 認定者数 割 合 認定者数

要支援１ 137人 10.2％ 140人 10.4％ △3人
要支援２ 160人 11.9％ 153人 11.4％ 7人
要介護１ 236人 17.6％ 245人 18.3％ △9人
要介護２ 270人 20.1％ 283人 21.1％ △13人
要介護３ 195人 14.5％ 183人 13.7％ 12人
要介護４ 207人 15.4％ 186人 13.9％ 21人
要介護５ 138人 10.3％ 150人 11.2％ △12人
合 計 1,343人 100.0％ 1,340人 100.0％ 3人
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【款 保険給付費 項 介護サービス等諸費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

居宅介護サービス ○居宅介護サービス給付事業 （予算現額 976,385千円）
給付費

【健康介護課】 [事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫支出 県支出金 支払基金 その他 一般財源
金 25.0% 12.5%等 27.0% 12.5%
等

平成３０年度 976,383 241,759 123,266 263,623 122,048 225,687
平成２９年度 935,900 231,075 117,902 262,052 116,987 207,884
増 減 額 40,483 10,684 5,364 1,571 5,061 17,803
※その他：一般会計繰入金

【事業概要】国保連合会に対し、居宅介護サービスに係る給付費を支出しま
した。

【事業成果】要介護認定者の居宅サービス利用に対して給付を行い、ホーム
ヘルプ、デイサービス等日常生活の支援を行うことができました。

＜給付状況＞

区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
件 数 支 給 額 件 数 支 給 額 件 数 支 給 額

訪問介護 1,752件 125,393千円 1,815件 118,173千円 △63件 7,220千円
訪問入浴介護 111件 5,582千円 85件 4,309千円 26件 1,273千円
訪問看護 936件 40,722千円 941件 39,205千円 △5件 1,517千円
訪問リハビリテーション 44件 1,488千円 36件 1,073千円 8件 415千円
居宅療養管理指導 1,333件 8,208千円 1,062件 6,246千円 271件 1,962千円
通所介護 4,283件 391,807千円 4,124件 382,478千円 159件 9,329千円
通所リハビリテーション 998件 80,997千円 931件 77,737千円 67件 3,260千円
短期入所生活介護 2,257件 229,358千円 1,989件 220,361千円 268件 8,997千円
短期入所療養介護(老健) 91件 13,816千円 111件 16,421千円 △20件 △2,605千円
福祉用具貸与 4,806件 54,643千円 4,528件 51,602千円 278件 3,041千円
特定施設入居者生活介護 132件 24,369千円 115件 18,295千円 17件 6,074千円

合 計 16,743件 976,383千円 15,737件 935,900千円 1,006件 40,483千円

【介護給付費の財源構成】

※１ 施設等給付費とは、介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医療施設、特定施設
入所者生活介護にかかる給付費を指します。それ以外のサービスに係る給付費は居宅給付費の
中に含みます。

※２ 介護給付費において、国庫支出金のうち調整交付金（５％）は、市町村間の第１号被保険者
の保険料格差を是正するために交付されるものであり、第１号保険者に占める後期高齢者（７
５歳以上の方）の割合や所得分布の状況により変動する仕組みとなっています。平成３０年度
の調整交付金は、約４．８９％でした。

注） 第６期（平成２７年度から２９年）介護保険計画中の財源構成で、支払基金は２８％、一般
財源（介護保険料）２２％でしたが、第７期（平成３０年度から令和２年度）介護保険計画中
は支払基金は２７％、一般財源（介護保険料）２３％になりました。

一般財源
(23.0%)

支払基金
(27.0%)国庫支出金

(20.0%)

（※２）国庫支出金（調整交付金）
(5.0%)

県支出金

(12.5%)

その他（市）
(12.5%)

居宅給付費の財源構成

一般財源
(23.0%)

支払基金

(27.0%)国庫支出金

(15.0%)

（※２）国庫支出金（調整交付金）

(5.0%)

県支出金

(17.5%)

その他（市）

(12.5%)

施設給付費（※１）の財源構成
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【款 保険給付費 項 介護サービス等諸費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

施設介護サービス ○施設介護サービス給付事業 （予算現額 860,414千円）
給付費

【健康介護課】 [事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫支出 県支出金 支払基金 その他 一般財源
金 20.0% 17.5% 27.0%% 12.5%

平成３０年度 855,682 170,156 149,744 231,034 106,960 197,788
平成２９年度 785,612 155,456 137,482 219,971 98,202 174,501
増 減 額 70,070 14,700 12,262 11,063 8,758 23,287
※その他：一般会計繰入金

【事業概要】国保連合会に対し、施設介護サービスに係る給付費を支出しま
した。

【事業成果】要介護認定者の施設入所サービスに対して給付を行い、円滑な
施設サービスの提供を行うことができました。

＜給付状況＞

区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
件 数 支 給 額 件 数 支 給 額 件 数 支 給 額

介護老人福祉施設 2,252件 553,050千円 2,028件 498,744千円 224件 54,306千円
介護老人保健施設 1,032件 284,003千円 1,039件 276,977千円 △7件 7,026千円
介護療養型医療施設 54件 18,268千円 38件 9,891千円 16件 8,377千円
介護医療院 2件 361千円 0件 0千円 2件 361千円
合 計 3,340件 855,682千円 3,105件 785,612千円 235件 70,070千円

【不用額】 ４，７３２千円
◇主な理由：施設介護サービスの利用が当初予定より少なかったため、不

用額が生じました。

居宅介護福祉用具 ○居宅介護福祉用具購入事業 （予算現額 1,913千円）
購入費

【健康介護課】 [事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫支出 県支出金 支払基金 その他 一般財源
金 25.0% 12.5% 27.0% 12.5%

平成３０年度 1,913 476 239 516 239 443
平成２９年度 1,544 383 193 432 193 343
増 減 額 369 93 46 84 46 100
※その他：一般会計繰入金

【事業概要】サービス利用者に対し、居宅介護福祉用具購入費を支給しまし
た。

【事業成果】排せつや入浴など貸与になじまない居宅介護福祉用具の購入に
対してその費用を支給し、日常生活の自立を支援することができ
ました。

＜介護福祉用具購入費支給＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
支 給 件 数 ６１件 ５８件 ３件

居宅介護住宅改修費 ○居宅介護住宅改修事業 （予算現額 7,412千円）
【健康介護課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫支出 県支出金 支払基金 その他 一般財源
金 25.0% 12.5% 27.0% 12.5%

平成３０年度 5,471 1,362 684 1,477 684 1,264
平成２９年度 5,273 1,307 659 1,476 659 1,172
増 減 額 198 55 25 1 25 92
※その他：一般会計繰入金

次頁につづく
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【款 保険給付費 項 介護サービス等諸費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

居宅介護住宅改修費 ○居宅介護住宅改修事業 （つづき）
【健康介護課】

【事業概要】サービス利用者に対し､住宅改修費用を支給しました。
【事業成果】住み慣れた自宅で安心して暮らすために､手すりの取付けや段

差解消など利用者の生活環境整備を図ることができました。

＜住宅改修費支給＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
支 給 件 数 ６６件 ５６件 １０件

【不用額】 １，９４１千円
◇主な理由：居宅介護住宅改修の利用が当初予定より少なかったため、不

用額が生じました。

居宅介護サービス ○居宅介護サービス計画給付事業 （予算現額 110,884千円）
計画給付費

【健康介護課】 [事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫支出 県支出金 支払基金 その他 一般財源
金 25.0% 12.5% 27.0% 12.5%

平成３０年度 110,883 27,594 13,860 29,939 13,860 25,630
平成２９年度 107,046 26,534 13,381 29,973 13,381 23,777
増 減 額 3,837 1,060 479 △34 479 1,853
※その他：一般会計繰入金

【事業概要】国保連合会に対し、居宅介護サービス計画費を支出しました。
【事業成果】ケアプランを作成した居宅介護支援事業者に居宅介護サービス

費を給付することにより、要介護認定者に適切なサービス提供を
行うことができました。

＜居宅介護サービス計画支給＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
給 付 件 数 ７，８２０件 ７，６４９件 １７１件

地域密着型介護 ○地域密着型介護サービス事業 （予算現額 294,973千円）
サービス給付費

【健康介護課】 [事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫支出 県支出金 支払基金 その他 一般財源
金 25.0% 12.5% 27.0% 12.5%

平成３０年度 281,019 69,933 35,127 75,875 35,127 64,957
平成２９年度 299,056 74,130 37,382 83,736 37,382 66,426
増 減 額 △18,037 △4,197 △2,255 △7,861 △2,255 △1,469
※その他：一般会計繰入金

【事業概要】国保連合会に対して、地域密着型介護サービス利用に対する給
付費を支出しました。

【事業成果】住みなれた地域で生活を続けるために、要介護認定者の認知症
対応型グループホーム、小規模多機能型居宅介護などの利用に対
するサービス提供を行うことができました。



- 234 -

【款 保険給付費 項 介護サービス等諸費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

地域密着型介護 ○地域密着型介護サービス事業 （つづき）
サービス給付費

【健康介護課】

＜給付状況＞

区 分
平成３０年度 平成２９年度 増 減

件 数 支 給 額 件 数 支 給 額 件 数 支 給 額
定期巡回・随時対応型訪問介護看護 3件 605千円 3件 604千円 0件 1千円
認知症対応型共同生活介護 571件 138,275千円 567件 134,997千円 4件 3,278千円
認知症対応型通所介護 146件 16,718千円 189件 21,685千円 △43件 △4,967千円
小規模多機能型居宅介護 213件 37,838千円 253件 47,160千円 △40件 △9,322千円
地域密着型介護老人福祉施設 196件 52,228千円 182件 47,357千円 14件 4,871千円
地域密着型通所介護 575件 35,355千円 685件 47,253千円 △110件 △11,898千円

合 計 1,704件 281,019千円 1,879件 299,056千円 △175件 △18,037千円

【不用額】 １３，９５４千円
◇主な理由：地域密着型介護サービスの利用が当初予定より少なかったた

め、不用額が生じました。

【款 保険給付費 項 介護予防サービス等諸費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

介護予防サービス ○介護予防サービス給付事業 （予算現額 24,999千円）
給付費

【健康介護課】 [事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫支出 県支出金 支払基金 その他 一般財源
金 25.0% 12.5%等 27.0% 12.5%
等

平成３０年度 24,455 5,989 3,057 6,603 3,057 5,749
平成２９年度 26,222 6,479 3,299 7,342 3,278 5,824
増 減 額 △1,767 △490 △242 △739 △221 △75
※その他：一般会計繰入金

【事業概要】国保連合会に対し、居宅介護予防サービスに係る給付費を支出
しました。

【事業成果】要支援認定者の居宅サービス利用に対して給付を行い、ホーム
ヘルプ、福祉用具貸与等日常生活の支援を行うことができました。

＜給付状況＞

区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
件 数 支 給 件 数 支 給 件 数 支 給 額

訪問入浴介護 0件 0千円 0件 0千円 0件 0千円
訪問看護 188件 5,584千円 152件 4,931千円 36件 653千円
訪問リハビリテーション 7件 167千円 25件 477千円 △18件 △310千円
居宅療養管理指導 63件 494千円 36件 293千円 27件 201千円
通所リハビリテーション 212件 7,457千円 329件 11,394千円 △117件 △3,937千円
短期入所生活介護 22件 649千円 37件 819千円 △15件 △170千円
短期入所療養介護(老健) 2件 105千円 9件 448千円 △7件 △343千円
福祉用具貸与 1,620件 8,070千円 1,511件 7,433千円 109件 637千円
特定施設入居者生活介護 22件 1,929千円 6件 427千円 16件 1,502千円
合 計 2,136件 24,455千円 2,105件 26,222千円 31件 △1,767千円
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【款 保険給付費 項 介護予防サービス等諸費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

介護予防福祉用具 ○介護予防福祉用具購入事業 （予算現額 1,380千円）
購入費

【健康介護課】 [事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫支出 県支出金 支払基金 その他 一般財源
金 25.0% 12.5% 27.0% 12.5%

平成３０年度 696 173 87 188 87 161
平成２９年度 400 99 50 112 50 89
増 減 額 296 74 37 76 37 72
※その他：一般会計繰入金

【事業概要】要支援認定のサービス利用者に対し、介護予防福祉用具購入費
を支給しました。

【事業成果】排せつや入浴など貸与になじまない介護予防福祉用具の購入に
対してその費用を支給し、要支援者の日常生活の自立を支援する
ことができました。

＜介護予防福祉用具購入費支給＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
支 給 件 数 ２８件 １５件 １３件

居宅予防住宅改修費 ○居宅予防住宅改修事業 （予算現額 4,062千円）
【健康介護課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫支出 県支出金 支払基金 その他 一般財源
金 25.0% 12.5% 27.0% 12.5%

平成３０年度 3,536 880 442 955 442 817
平成２９年度 3,370 835 421 944 421 749
増 減 額 166 45 21 11 21 68
※その他：一般会計繰入金

【事業概要】要支援認定のサービス利用者に対し､住宅改修費用を支給しま
した。

【事業成果】住み慣れた自宅で安心して暮らすために､手すりの取付けや段
差解消など利用者の生活環境整備を図ることができました。

＜居宅予防住宅改修費用支給＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
支 給 件 数 ３１件 ３４件 △３件

介護予防サービス ○介護予防サービス計画給付事業 （予算現額 8,066千円）
計画費

【健康介護課】 [事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫支出 県支出金 支払基金 その他 一般財源
金 25.0% 12.5% 27.0% 12.5%

平成３０年度 8,065 2,007 1,008 2,178 1,008 1,864
平成２９年度 7,541 1,869 943 2,112 943 1,674
増 減 額 524 138 65 66 65 190
※その他：一般会計繰入金

次頁につづく
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【款 保険給付費 項 介護サービス等諸費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

介護予防サービス ○介護予防サービス計画給付事業 （つづき）
計画費

【健康介護課】 【事業概要】国保連合会に対し、介護予防サービス計画費を支出しました。
【事業成果】ケアプランを作成した居宅介護支援事業者に介護予防サービス

費を給付することで、要支援認定者に適切なサービス提供を行う
ことができました。

＜居宅介護予防サービス計画費給付＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
給 付 件 数 １，８３７件 １，７１８件 １１９件

地域密着型介護予防 ○地域密着型介護予防サービス事業 （予算現額 1,825千円）
サービス給付費

【健康介護課】 [事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫支出 県支出金 支払基金 その他 一般財源
金 25.0% 12.5% 27.0% 12.5%

平成３０年度 1,825 454 228 493 228 422
平成２９年度 2,079 515 260 582 260 462
増 減 額 △254 △61 △32 △89 △32 △40
※その他：一般会計繰入金

【事業概要】国保連合会に対して、地域密着型介護予防サービス利用に対す
る給付費を支出しました。

【事業成果】住み慣れた地域で生活を続けるために、小規模多機能型居宅介
護の利用に対するサービス提供を行うことができました。

＜給付状況＞

区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
件 数 支 給 額 件 数 支 給 額 件 数 支 給 額

認知症対応型共同生活介護 1件 210千円 0件 0千円 1件 210千円
小規模多機能型居宅介護 14件 970千円 14件 1,084千円 0件 △114千円
認知症対応型通所介護 8件 645千円 12件 995千円 △4件 △350千円

合 計 23件 1,825千円 26件 2,079千円 △3件 △254千円

【款 保険給付費 項 その他諸費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

審査支払手数料 ○審査支払手数料 （予算現額 2,480千円）
【健康介護課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫支出 県支出金 支払基金 その他 一般財源
金 25.0% 12.5% 27.0% 12.5%

平成３０年度 2,006 499 251 542 251 463
平成２９年度 2,183 541 273 611 273 485
増 減 額 △177 △42 △22 △69 △22 △22
※その他：一般会計繰入金

【事業概要】介護給付費請求の点検審査の手数料を国保連に支払いました。
【事業成果】点検審査を行うことで介護給付の適正化を図り、利用者に対す

る適切な介護サービスの提供に資することができました。

＜審査支払手数料＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

審査支払手数料件数 ３３，１６３件 ３２，１００件 １，０６３件
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【款 保険給付費 項 高額介護サービス等費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

高額介護サービス費 ○高額介護サービス費 （予算現額 55,495千円）
【健康介護課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫支出 県支出金 支払基金 その他 一般財源
金 25.0% 12.5% 27.0% 12.5%

平成３０年度 55,494 13,810 6,937 14,983 6,937 12,827
平成２９年度 48,885 12,118 6,111 13,688 6,111 10,857
増 減 額 6,609 1,692 826 1,295 826 1,970
※その他：一般会計繰入金

【事業概要】要介護認定者に対して、１か月分の利用者負担額のうち所得に
応じた上限を超えた金額を払い戻しました。

【事業成果】利用者負担の上限を設けることによって、低所得者が安心して
介護サービスを受けることに資することができました｡

＜高額介護サービス費支給＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
支 給 件 数 ４，７３９件 ４，５６６件 １７３件

高額介護予防 ○高額介護予防サービス費 （予算現額 145千円）
サービス費

【健康介護課】 [事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫支出 県支出金 支払基金 その他 一般財源
金 25.0% 12.5% 27.0% 12.5%

平成３０年度 28 7 3 8 3 7
平成２９年度 45 11 6 12 6 10
増 減 額 △17 △4 △3 △4 △3 △3
※その他：一般会計繰入金

【事業概要】要支援認定者に対して、１か月分の利用者負担額のうち所得に
応じた上限を超えた金額を払い戻しました。

【事業成果】利用者負担の上限を設けることによって、低所得者が安心して
介護サービスを受けることに資することができました｡

＜高額介護予防サービス費支給＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
支 給 件 数 ３１件 ６８件 △３７件
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【款 保険給付費 項 特定入所者介護サ－ビス等費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

特定入所者介護 ○特定入所者介護サービス事業 （予算現額 112,076千円）
サービス費

【健康介護課】 [事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫支出 県支出金 支払基金 その他 一般財源
金 20.0% 17.5%等 27.0% 12.5%
等

平成３０年度 106,740 21,226 18,679 28,820 13,342 24,673
平成２９年度 105,190 22,026 17,197 29,453 13,149 23,365
増 減 額 1,550 △800 1,482 △633 193 1,308
※その他：一般会計繰入金

【事業概要】要介護認定者の施設等利用入居者に対して、食費・居住費につ
いて低所得者の負担軽減を図るため、所得に応じた負担限度額と
基準額の差額分の給付を行いました。

【事業成果】低所得の人の施設利用が困難とならないよう、利用者の負担を
軽くすることができました｡

＜特定入所者介護サービス費給付＞

区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
件 数 支 給 額 件 数 支 給 額 件 数 支 給 額

特定入所者

介護サービス 3,352件 106,740千円 3,118件 105,190千円 234件 1,550千円

【不用額】 ５，３３６千円
◇主な理由：特定入所者介護サービスの利用が当初予定より少なかったた

め、不用額が生じました。

特定入所者介護予防 ○特定入所者介護予防サービス事業 （予算現額 100千円）
サービス給付費

【健康介護課】 [事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫支出 県支出金 支払基金 その他 一般財源
金 25.0% 12.5% 27.0% 12.5%

平成３０年度 9 2 1 2 1 3
平成２９年度 20 5 3 6 3 3
増 減 額 △11 △3 △2 △4 △2 0
※その他：一般会計繰入金

【事業概要】要支援認定者の施設等利用入居者に対して、食費・居住費につ
いて低所得者の負担軽減を図るため、所得に応じた負担限度額と
基準額の差額分の給付を行いました。

【事業成果】低所得の人の施設利用が困難とならないよう、利用者の負担を
軽くすることができました｡

＜特定入所者介護予防サービス費給付＞

区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
件 数 支 給 額 件 数 支 給 額 件 数 給 額

特定入所者

介護予防サービス ２件 ９千円 ５件 ２０千円 △３件 △１１千円
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【款 保険給付費 項 高額医療合算介護サービス等費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

高額医療合算介護 ○高額医療合算介護サービス事業 （予算現額 8,157千円）
サービス費

【健康介護課】 [事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫支出 県支出金 支払基金 その他 一般財源
金 25.0% 12.5% 27.0% 12.5%

平成３０年度 7,669 1,909 959 2,071 959 1,771
平成２９年度 7,989 1,980 999 2,237 999 1,774
増 減 額 △320 △71 △40 △166 △40 △3
※その他：一般会計繰入金

【事業概要】要介護認定者に対して、１年間に医療保険と介護保険の両方の
サービスを利用した世帯の自己負担合計額のうち、所得に応じた
上限を超えた金額を払い戻しました。

【事業成果】要介護認定者の中で､医療と介護両方で負担があった人に対し､
負担を軽くすることができました。

＜高額医療合算介護サービス費支給＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
支 給 件 数 ２５１件 ２６４件 △１３件

高額医療合算介護 ○高額医療合算介護予防サービス事業 （予算現額 200千円）
予防サービス費

【健康介護課】 [事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫支出 県支出金 支払基金 その他 一般財源
金 25.0% 12.5% 27.0% 12.5%

平成３０年度 3 1 0 1 0 1
平成２９年度 0 0 0 0 0 0
増 減 額 3 1 0 1 0 1

【事業概要】要支援認定者に対して、１年間に医療保険と介護保険の両方の
サービスを利用した世帯の自己負担合計額のうち、所得に応じた
上限を超えた金額を払い戻しました。

【事業成果】要支援認定者の中で､医療と介護両方で負担があった人に対し､
負担を軽くすることができました。

＜高額医療合算介護予防サービス費支給＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
支 給 件 数 ４件 ０件 ４件

○介護保険保険料収納状況

＜介護保険保険料収納状況＞ （単位：千円）
平成３０年度 調定額 収納額 不能欠損額 収入未済額 還付未済額 収納率

現年度 特別徴収分 508,670 509,363 0 0 693 100.0%
普通徴収分 44,241 39,958 0 4,283 0 90.3%

過年度 滞納繰越分 8,574 1,001 3,480 4,092 0 19.6%
平成２９年度 調定額 収納額 不能欠損額 収入未済額 還付未済額 収納率

現年度 特別徴収分 453,867 454,540 0 0 673 100.0%
普通徴収分 45,469 40,762 0 4,717 10 89.6%

過年度 滞納繰越分 8,426 1,310 3,260 3,856 0 25.4%
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【款 地域支援事業 項 包括的支援事業・任意事業費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

地域包括支援 ○地域包括支援センター運営業務委託事業 （予算現額 31,400千円）
センター委託事業費

【健康介護課】 [事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫支出 県支出金 支払基金 その他 一般財源
金 38.5% 19.25% 19.25%

平成３０年度 31,400 12,088 6,044 6,044 7,224
平成２９年度 31,400 12,246 6,123 6,123 6,908
増 減 額 0 △158 △79 △79 316
※その他：一般会計繰入金

【事業概要】高富・伊自良地域と美山地域の２つの日常生活圏域ごとに設置
した地域包括支援センターを委託で運営しました。

【事業成果】地域の相談窓口の中心となり、高齢者への介護支援体制の充実
を図ることができ、その実績については、地域包括支援センター
運営協議会に報告し、承認されました。地域の高齢者総合相談窓
口として周知が図れ相談件数も増えてきています。

＜総合相談支援実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

南部包括支援センター ３,３８０件 ２,５０８件 ８７２件
北部包括支援センター １,５３８件 １,２６１件 ２７７件

合 計 ４,９１８件 ３,７６９件 １,１４９件

＜介護予防ケアマネジメント件数実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

南部包括支援センター ２，０８０件 １，８４８件 ２３２件
北部包括支援センター ９２０件 ８７９件 ４１件

合 計 ３，０００件 ２,７２７件 ２７３件

＜虐待事例への対応件数実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

南部包括支援センター １２件 ４件 ８件
北部包括支援センター １件 ３件 △２件

合 計 １３件 ７件 ６件
※平成３１年３月４日開催の地域包括支援センター運営協議会にて検討し対応延べ件

数ではなく、実件数での報告へ変更することとなりました。

＜成年後見制度相談件数実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

南部包括支援センター １３件 １１件 ２件
北部包括支援センター １９件 ６件 １３件

合 計 ３２件 １７件 １５件

＜地域ケア会議の実施件数実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

南部包括支援センター １９件 ２０件 △１件
北部包括支援センター １５件 １４件 １件

合 計 ３４件 ３４件 ０件
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【款 地域支援事業 項 包括的支援事業・任意事業費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

任意事業費 ○紙おむつ助成事業 （予算現額 3,624千円）
【健康介護課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫支出 県支出金 支払基金 その他 一般財源
金 38.5% 19.25% 19.25%

平成３０年度 3,604 1,360 680 752 812
平成２９年度 5,541 2,161 1,080 1,080 1,220
増 減 額 △1,937 △801 △400 △328 △408
※その他：一般会計繰入金、雑入（返納分）

【事業概要】市紙おむつ購入助成事業実施要綱に基づき、在宅において常時
紙おむつを使用している寝たきり老人等に対し、紙おむつ等の購
入助成を行いました。

【事業成果】助成対象者の日常生活改善と経済的負担の軽減を図ることがで
きました。

＜事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
利用実人数 ９３人 ８８人 ５人
延べ利用件数 ７２６件 ７１８件 ８件

○介護相談員派遣事業 （予算現額 2,640千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫支出 県支出金 支払基金 その他 一般財源
金 38.5% 19.25% 19.25%

平成３０年度 1,843 710 355 355 423
平成２９年度 1,859 725 363 363 408
増 減 額 △16 △15 △8 △8 15
※その他：一般会計繰入金

【事業概要】市介護相談員設置要綱に基づき、介護相談員が介護サービス事
業所を訪問し、利用者からの質問や相談を受けることにより、介
護保険制度の苦情に至る事態を未然に防止するとともに、介護サ
ービスの質の向上を図るため、介護相談員の派遣を行いました。

【事業成果】５人の介護相談員が２班に分かれ各施設（２６事業所）を訪問
しました。介護相談員の派遣により、利用者の疑問や不満、不安
の解消を図ることができ、派遣を受けた事業所における介護サー
ビスの質の向上を図ることができました。

＜事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
派 遣 回 数 ２８５回 ３０８回 △２３回
訪問相談者数 ２，７５３人 ２，９８１人 △２２８人
報 告 件 数 ２，２１９件 ２，００９件 ２１０件
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【款 地域支援事業 項 包括的支援事業・任意事業費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

任意事業費 ○みまもりボランティア訪問活動事業 （予算現額 396千円）
【健康介護課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫支出 県支出金 支払基金 その他 一般財源
金 38.5% 19.25% 19.25%

平成３０年度 350 135 67 67 81
平成２９年度 316 123 62 62 69
増 減 額 34 12 5 5 12
※その他：一般会計繰入金

【事業概要】高齢者が住み慣れた自宅で安心して生活していくための支援と
して、ボランティアによる安否確認やみまもり訪問を行いました。

【事業成果】みまもりボランテイア講座で養成したボランテイア員が２人１
組となり、一人暮らしの高齢者、高齢者のみの世帯、認知症高齢
者等で見守りが必要となる人の自宅を毎月計画的に訪問すること
やみまもり電話を掛けることにより、安否確認、健康状態把握等
の高齢者支援を図ることができました。

＜訪問活動 事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

訪問延べ件数 ２５８件 ２１５件 ４３件
電話延べ件数 ６８７件 ７３６件 △４９件
ボランティア活動延べ人数 ５３７人 ４７２人 ６５人

○配食サービス事業 （予算現額 7,322千円）

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫支出 県支出金 支払基金 その他 一般財源
金 38.5% 19.25% 19.25%

平成３０年度 7,168 2,760 1,380 1,380 1,648
平成２９年度 7,606 2,966 1,483 1,483 1,674
増 減 額 △438 △206 △103 △103 △26
※その他：一般会計繰入金

【事業概要】市配食サービス事業実施要綱に基づき、概ね６５歳以上の高齢
者単身世帯、７５歳以上の高齢者世帯で調理が困難な人を対象に
自宅を訪問し、栄養バランスのとれた食事を提供すると同時に、
安否確認を行いました。

【事業成果】栄養バランスのとれた食事の提供により利用者の健康保持を図
ることができ、安否確認を行うことにより異常の早期発見につな
がりました。

＜事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
利用実人数 ９２人 ９０人 ２人
延べ配食数 １７，９１９食 １９，０１６食 △１，０９７食
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【款 地域支援事業 項 包括的支援事業・任意事業費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

任意事業費 ○高齢者食事実態調査業務委託事業 （予算現額 500千円）
【健康介護課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫支出 県支出金 支払基金 その他 一般財源
金38.5% 19.25% 19.25%

平成３０年度 500 500 0
平成２９年度 0 0 0
増 減 額 500 500 0
※その他：岐阜県後期高齢医療制度円滑運営補助金

【事業概要】適切な栄養を摂取できているか、加齢による摂食嚥下の機能は
どうか、それに伴う食形態は本人に適しているかなどの実態調査
を実施しました。

【事業成果】高齢者６１人を対象に実施しました。そのうち、ＢＭＩ１８．
５未満の７人に低栄養防止や栄養相談を実施することとしまし
た。

＜高齢者食事実態調査の実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
対象者 ６１人 ０人 ６１人

うち BMI18.5 以下 ７人 ０人 ７人

認知症総合支援 ○認知症カフェ事業 （予算現額 600千円）
事業費

【健康介護課】 [事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫支出 県支出金 支払基金 その他 一般財源
金38.5% 19.25% 19.25%

平成３０年度 600 231 166 116 137
平成２９年度 600 234 117 117 132
増 減 額 0 △3 △1 △1 5
※その他：一般会計繰入金

【事業概要】地域支援事業の包括的支援事業（社会保障充実分）として認知
症総合支援事業が位置づけられており、全市町村で実施されてお
ります。平成２８年度から市内３箇所の喫茶店等で認知症カフェ
を開始しており、今年度も継続しました。事業目的としまして認
知症の人やその家族を支えることや認知症に対する正しい理解や
対応の啓発等があげられています。

【事業成果】脳トレ、体操、歌、手遊びを取り入れながら交流会を実施しま
した。介護方法のアドバイスや日頃の介護のストレス等の傾聴が
できました。また、認知症地域支援推進員による認知症や高齢者
の病気のことを学べるミニ講座も実施することができました。

＜認知症カフェの実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
会場数 ３会場 ３会場 ０会場
開催回数 ９６回 ９５回 １回
参加者数 ９０７人 ６４６人 ２６１人
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【款 地域支援事業費 項 介護予防・生活支援サービス事業費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

介護予防・生活支援 ○介護予防・生活支援サービス事業費 （予算現額 50,064千円）
サービス事業費

【健康介護課】 [事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫支出 県支出金 支払基金 その他 一般財源
金 25.0% 12.5% 27.0% 12.5%

平成３０年度 50,036 11,501 5,750 12,422 5,750 14,613
平成２９年度 43,672 10,918 5,459 12,228 5,459 9,608
増 減 額 6,364 583 291 194 291 5,005
※その他：一般会計繰入金

【事業概要】市町村が中心となって、地域の実情に応じて多様な主体が参画
して多様なサービスを充実することにより地域の支え合いの体制
づくりを推進し、要支援者等に対する効果的かつ効率的な支援等
を可能とすることを目指す事業となります。

【事業成果】市内、市外の介護サービス事業所を訪問介護相当サービス、通
所介護相当サービス、通所型サービスＡ（ミニデイサービス）と
して介護予防・生活支援サービス事業の事業所として指定し、多
様なサービスを充実し、自立支援に資するサービス提供により要
支援者等に対して悪化防止、閉じこもり防止等の予防に努めるこ
とができました。平成３０年４月から生活援助のみを提供する新
たなサービスとして訪問型サービスＡを創設しました。

＜サービス利用事業実績＞

区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
件 数 支 給 額 件 数 支 給 額 件 数 支 給 額

訪問介護相当サービス 626件 11,939千円 594件 11,648千円 32件 291千円
通所介護相当サービス 1,365件 35,657千円 1141件 30,933千円 224件 4,724千円
通所型サービスＡ 204件 1,640千円 141件 1,091千円 63件 549千円
訪問型サービスＡ 444件 800千円 0件 0千円 444件 800千円
（新設）

合 計 2,639件 50,036千円 1,876件 43,672千円 763件 6,364千円

【款 地域支援事業費 項 一般介護予防事業費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

一般介護予防事業費 ○介護予防普及啓発事業 （予算現額 368千円）
【健康介護課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫支出 県支出金 支払基金 その他 一般財源
金 25.0% 12.5% 28.0% 12.5%

平成３０年度 107 27 13 30 13 24
平成２９年度 185 46 23 51 23 42
増 減 額 △78 △19 △10 △21 △10 △18
※その他：一般会計繰入金

次頁につづく
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【款 地域支援事業費 項 一般介護予防事業費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

一般介護予防事業費 ○介護予防普及啓発事業 （つづき）
【健康介護課】

【事業概要】介護予防サポーターの養成講座の開催、高齢者の健康相談及び
介護予防や健康づくりに関する出前健康講座を開催しました。

【事業成果】「介護予防サポーター」を養成するとともに、高齢者支援に携
わるボランティアの資質向上研修を行い、介護予防活動の支援を
図ることができました。また、健康相談や各種団体からの依頼を
受けた介護予防や健康づくりに関する講座の開催により、高齢者
の健康維持への助言を行うとともに、市民への介護予防の普及啓
発を図ることができました。

＜介護予防サポーター養成講座 事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

実施回数 ７回 ７回 ０回
実受講者数 ９人 １９人 △１０人
延べ受講者数 ２６人 ７１人 △４５人

＜介護予防サポーター活動実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

活動回数 １３９回 １４６回 △７回
実活動人数 １１人 １９人 △８人
延べ活動人数 １５４人 ２５１人 △９７人

＜健康相談 事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

健康相談 実施回数 １３回 １１回 ２回
健康相談 延べ人数 １４７人 １２７人 ２０人

＜出前健康講座 事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

実施回数 １２回 ４８回 △３６回
延べ受講者数 ２５１人 ６７７人 △４２６人
※フレイル予防教室は平成30年度より別にて計上したため、件数が減少

介護サポーター養成講座
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【款 地域支援事業費 項 一般介護予防事業費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

一般介護予防事業費 ○一般介護予防事業費 （予算現額 13,790千円）
【健康介護課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫支出 県支出金 支払基金 その他 一般財源
金 25.0% 12.5% 27.0% 12.5%

平成３０年度 13,433 3,358 1,679 3,627 1,679 3,090
平成２９年度 12,740 2,903 1,452 3,252 2,579 2,554
増 減 額 693 455 227 375 △900 536
※その他：一般会計繰入金、参加者負担金

【事業概要】市介護予防・日常生活支援総合事業実施要綱に基づき、要介護
状態になるおそれのある人や、家に閉じこもりがちな高齢者（概
ね６５歳以上）を対象に、介護予防や疾病予防、閉じこもり予防、
健康・生きがいづくりを目的として、各地区の公民館等で事業を
実施しました。

【事業成果】市が委託したＮＰＯ法人どんぐり会が、各地区の公民館等で筋
力トレーニング、歌カフェ、脳内トレーニング、男の生きがい教
室などの各種教室の実施により、高齢者等の介護予防につながり
ました。生演奏による歌カフェやかんたん筋トレ教室が人気でし
た。

＜いこいの広場 事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
実施回数 ５１７回 ４６３回 ５４回

参加延べ人数 ５，９４９人 ５，４７３人 ４７６人

＜かんたん筋トレ教室 事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
実施回数 １１２回 １１１回 １回

参加延べ人数 １，７３７人 １，８２５人 △８８人

＜月曜メンズトレーニング講座 事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
実施回数 ２４回 ２４回 ０回

参加延べ人数 ２５１人 １８９人 ６２人

＜男の生きがい教室 事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
実施回数 ４２回 ４２回 ０回

参加延べ人数 ５４９人 ４９７人 ５２人

＜歌カフェ 事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
実施回数 １０２回 ８６回 １６回

参加延べ人数 ２，０２９人 １，８００人 ２２９人

＜かんたん体操教室 事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
実施回数 ９３回 ８６回 ７回

参加延べ人数 ７４０人 ８０８人 △６８人

＜ハンドメイドで脳トレ教室 事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減
実施回数 ８４回 ７９回 ５回

参加延べ人数 ９８０人 ６５８人 ３３２人

次頁につづく
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【款 地域支援事業費 項 一般介護予防事業費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

一般介護予防事業費 ○一般介護予防事業費 （つづき）
【健康介護課】

男の生きがい教室の様子 筋トレ教室の様子

歌カフェ事業の様子 ハンドメイドで脳トレ教室の様子

一般介護予防事業費 ○フレイル予防事業 （予算現額 677千円）
【健康介護課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫支出 県支出金 支払基金 その他 一般財源
金 25.0% 12.5% 28.0% 12.5%

平成３０年度 401 6 3 7 377 8
平成２９年度 0 0 0 0 0 0
増 減 額 401 6 3 7 377 8
※その他：一般会計繰入金、フレイル予防講座参加料、岐阜県後期高齢医療制度円滑

運営補助金

【事業概要】加齢に伴い、筋力や精神力などの心身の活力低下を防ぐために
栄養・口腔・運動・社会参加の要素を医療機関、山県歯科医師会、
社会福祉法人、山県レクリエーション協会の専門職を講師にフレ
イル予防講座を開催しました。

【事業成果】各団体の地域貢献として、専門職種の派遣によりフレイル予防
の三本の柱である栄養・口腔・運動（レクリエーション含む）の
講座を３６教室開催し、５４２名の受講者となり、高齢者の健康
づくりにフレイルの普及啓発ができました。

＜フレイル予防講座 事業実績＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

実施回数 栄 養 ９回 ０回 ９回
口 腔 ５回 ０回 ５回
運 動 １８回 ０回 １８回
社会参加 ４回 ０回 ４回
合 計 ３６回 ０回 ３６回

受講者延べ人数 栄 養 １２８人 ０人 １２８人
口 腔 １０５人 ０人 １０５人
運 動 ２６６人 ０人 ２６６人
社会参加 ４３人 ０人 ４３人
合 計 ５４２人 ０人 ５４２人
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【款 地域支援事業費 項 一般介護予防事業費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

【地域支援事業の財源構成】

一般財源

(23.0%)

支払基金

(27.0%)国庫支出金

(20.0%)

国庫支出金（調整交付金）

(5.0%)

県支出金

(12.5%)

その他（市）

(12.5%)

総合事業の財源構成

一般財源

(23.0%)

国庫支出金

(38.5%)

県支出金

(19.25%)

その他（市）

(19.25%)

包括的支援事業及び任意事業の財源構成
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【後期高齢者医療特別会計】
（単位：千円）

会 計 名 予 算 現 額 支 出 済 額
後期高齢者医療特別会計 ３２６，０００ ３２３，１４０

【款 総務費 項 徴収費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

徴収費 ○賦課徴収事業 （予算現額 862千円）
【市民環境課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 792 792
平成２９年度 679 679
増 減 額 113 113

【事業概要】適正な保険料賦課・収納管理等のため、電算処理業務やシステ
ム保守業務、被保険者への各種通知等を（一財）岐阜県市町村行
政情報センターへ委託しました。

【事業成果】満７５歳以上の人及び６５歳から７４歳で一定の障がいがあり
岐阜県後期高齢者医療広域連合の認定を受けた後期高齢者医療制
度対象者に対して、適正かつ迅速に保険料の算定を行い、事務運
営の円滑化を図ることができました。

【款 後期高齢者医療広域連合納付金 項 後期高齢者医療広域連合納付金】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

後期高齢者医療広域 ○後期高齢者医療広域連合納付金 （予算現額 313,131千円）
連合納付金

【市民環境課】 [事業費財源内訳表] （単位：千円）

特 定 財 源
区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源

支出金
平成３０年度 312,644 103,564 209,080
平成２９年度 296,367 103,932 192,435
増 減 額 16,277 △368 16,645
※その他：事務費繰入金、保険基盤安定繰入金、保健事業繰入金

【事業概要】岐阜県後期高齢者医療広域連合へ保険料負担金・事務費負担金
保険基盤安定負担金を納めました。
・保険料負担金 ２１７，１５９千円
・事務費負担金（保健事業分含む） １８，３０２千円
・保険基盤安定負担金 ７７，１８３千円

【事業成果】岐阜県後期高齢者医療広域連合へ各種負担金を納付することに
より県内の後期高齢者医療制度対象者に対して、各種事業を適正
に実施することができました。
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【款 保健事業費 項 保健保持増進事業費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

健康診査費 ○後期高齢者健康診査事業 （予算現額 8,300千円）
【市民環境課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）

特 定 財 源
区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源

支出金
平成３０年度 6,710 4,947 1,763
平成２９年度 6,144 4,957 1,187
増 減 額 566 △10 576
※その他：保健事業費繰入金

【事業概要】「高齢者の医療の確保に関する法律」に基づき、生活習慣病の
早期発見、高齢者の健康保持・増進を目的として、７５歳以上の
健康診査を希望する人を対象に後期高齢者健康診査を行いまし
た。また、平成２７年度からは、口腔機能の低下や肺炎等の疾病
予防を図り、後期高齢者の健康水準の向上および健康寿命の延伸
を目的に、７５歳以上の高齢者を対象に口腔健康診査を行ってい
ます。

【事業成果】後期高齢者健康診査及び口腔健康診査を受診されることにより
後期高齢者の健康保持・増進を図ることができました。

＜健康診査実績＞
健診区分 健診一部負担金 平成30年度 平成29年度 増 減

集団検診受診者 ４２０円 １９４人 ２０２人 △８人
個別健診受診者 ５００円 １４４人 １３２人 １２人
合 計 ３３８人 ３３４人 ４人

＜口腔健康診査実績＞
健診区分 健診一部負担金 平成３０年度 平成２９年度 増 減

口腔健診受診者 ２００円 ７２３人 ６４３人 ８０人

【不用額】 １,５９０千円
◇主な理由：健康診査受診者が見込みより少なかったため、不用額が生じ

ました。
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【収入状況等】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

○後期高齢者医療対象者（平成31年3月31日現在）

区 分 平成30年度 平成29年度 増 減
７５歳以上の者 ４,４９０人 ４，３２５人 １６５人
６５歳以上７５歳未満で障がい認定を受けた者 ６人 １０人 △４人

合 計 ４,４９６人 ４，３３５人 １６１人

○納入通知書等

納 入 通 知 書 発 送 件 数 督 促 状 発 送 件 数
通知月 種 目 送 付 件 数 期 別 送付件数
４月 仮算定分 １０７通 特徴：３，５９８人
４月 ６７通 １３期 １０通 普徴： ９１２人
５月 随 時 分 ３３通 １４期 １２通 内（口振：４０６人）
６月 ０通 １５期 ０通
７月 本算定分 ４,５１０通 １期 １５４通
８月 ６５通 ２期 １０９通
９月 ５６通 ３期 １１１通

１０月 ６０通 ４期 ５８通
１１月 随 時 分 ６８通 ５期 ５２通
１２月 ５６通 ６期 ５７通
１月 ５３通 ７期 ５４通
２月 ７７通 ８期 ５１通
３月 ６８通 ９期 ５５通

合 計 ５，２２０通 合 計 ７２３通

○収納状況
（単位：円）

区 分
現 年 賦 課 分 過年度滞納分

特 徴 普 徴 普 徴 合 計
調 定 額 141,194,000 69,697,100 3,316,000 214,207,100
収 納 額 142,026,500 68,282,900 1,197,400 211,506,800
うち還付未済額 832,500 6,000 0 838,500

不納欠損額 0 0 42,100 42,100
未 納 額 0 1,420,200 2,076,500 3,496,700
収 納 率 ％ 100.00% 97.97% 36.57%

○短期保険者証発行件数（平成31年4月1日交付時）

平成３０年度 ６件
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【簡易水道事業特別会計】
（単位：千円）

会 計 名 予 算 現 額 支 出 済 額
簡易水道事業特別会計 ９９，２１８ ９７，３９４

【款 簡易水道管理費 項 総務管理費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

一般管理費 ○簡易水道事業 （予算現額 36,808千円）
【水道課】

［事業費財源内訳］ （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 35,985 35,985
平成２９年度 42,680 42,680
増 減 額 △6,695 △6,695

【事業概要】本事業は、伊自良・中洞簡易水道で運営しています。
年度末では、給水戸数は１，２７５戸、料金収入は５７，１８

２千円（現年水道使用料５６，５７０千円・過年水道使用料６１
２千円）となりました。

【事業成果】施設の適正管理により、安全で安心な水の供給ができました。

＜事業費内訳＞
区 分 平成３０年度 平成２９年度 増 減

給与（給料・職員手当・共済費） ７，２０５千円 ９，６６９千円 △２，４６４千円
旅費（普通旅費） １千円 ２千円 △１千円
需用費（光熱水費・修繕費等） １５，２３７千円 １２，６１９千円 ２，６１８千円
役務費（水質検査・通信費等） ３，２６４千円 ３，３３０千円 △６６千円
委託料（電気点検・管理システム） ２，６３８千円 ２，５０５千円 １３３千円
使用料及び賃借料（パソコンリース） ６３４千円 ６３４千円 ０千円
工事請負費（施設更新） ２，２４６千円 ９，５１６千円 △７，２７０千円
原材料費（修理材料） １５９千円 ０千円 １５９千円
備品購入費（メ－タ－器購入代） ５０７千円 ２９２千円 ２１５千円
負担金補助及び交付金 ３２千円 ３２千円 ０千円
償還金利子及び割引料 ０千円 １６千円 △１６千円
積立金 ５千円 ２９千円 △２４千円
公課費（消費税） ４，０５７千円 ４，０３６千円 ２１千円

合 計 ３５，９８５千円 ４２，６８０千円 △６，６９５千円
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【款 簡易水道管理費 項 総務管理費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

元金 ○市債元金償還金 （予算現額 46,733千円）
【水道課】

［事業費財源内訳］ （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 46,733 46,733
平成２９年度 45,892 45,892
増 減 額 841 841

【事業概要】事業を実施するための財源として、これまで発行してきた市債
に係る元金分を償還しました。

【事業成果】市債残高を縮減することができました。

利子 ○市債利子償還金 （予算現額 14,677千円）
【水道課】

［事業費財源内訳］ （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 14,676 14,676
平成２９年度 15,517 15,517
増 減 額 △841 △841

【事業概要】市債に係る利子を償還しました。
【事業成果】借入金に対する金利分を適正に支出することができました。
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【農業集落排水事業特別会計】
（単位：千円）

会 計 名 予 算 現 額 支 出 済 額
農業集落排水事業特別会計 ４９２，２１４ ４８５，３０２

【款 農業集落排水事業費 項 農業集落排水事業費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

施設管理費 ○農業集落排水施設管理事業 （予算現額 198,323千円）
【水道課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 194,674 540 194,134
平成２９年度 195,192 2,970 192,222
増 減 額 △518 △2,430 1,912
※その他：加入負担金

【事業概要】河川等の水質保全のため、赤尾・梅原・大桑・桜尾・伊自良左
岸・伊自良右岸の６箇所の農業集落排水処理施設による適正な汚
水処理事業を行いました。

【事業成果】継続的な農業集落排水処理施設の適正管理により、河川等の水
質を保全することができました。

＜施設の状況＞ （平成３１年３月３１日現在）
処理区 接続件数 接続率 維持管理費 使用料 汚水流入量

赤 尾 １３４件 １００％ １０，９４６千円 ７，３０６千円 ４２，７５２㎥
梅 原 ４４９件 ９０％ ２４，２２３千円 ２３，９６２千円 １５５，４４３㎥
大 桑 ４０９件 ９４％ ３８，７４０千円 ２７，３７７千円 ２３２，３２９㎥
桜 尾 ３４４件 ９０％ ２６，８８５千円 １８，２３８千円 ２０１，３４９㎥
伊自良左岸 ５６５件 ８５％ ４６，９９１千円 ３３，７３１千円 ２２９，０２２㎥
伊自良右岸 ３１６件 ７８％ ２７，５２３千円 １７，９７４千円 ９８，８０３㎥

計 ２，２１７件 ８８％ １７５，３０８千円 １２８，５８８千円 ９５９，６９８㎥
※維持管理費は、共通経費を除く。

※使用料は、滞納分を除く。

【不用額】 ３，６４９千円
◇主な理由：機器の適正な管理に努め、修繕費及び施設管理委託料に不用

額が生じました。
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【款 農業集落排水事業費 項 農業集落排水事業費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

元金 ○市債元金償還金 （予算現額 215,380千円）
【水道課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 215,380 215,380
平成２９年度 210,693 210,693
増 減 額 4,687 4,687

【事業概要】事業を実施するための財源として、これまで発行してきた市債
に係る元金分を償還しました。

【事業成果】市債残高を縮減することができました。

利子 ○市債利子償還金 （予算現額 50,070千円）
【水道課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 50,069 50,069
平成２９年度 54,756 54,756
増 減 額 △4,687 △4,687

【事業概要】市債に係る利子を償還しました。
【事業成果】借入金に対する金利分を適正に支出することができました。
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【公共下水道事業特別会計】
（単位：千円）

会 計 名 予 算 現 額 支 出 済 額
公共下水道事業特別会計 ７２２，２７７ ６３５，６３０

【款 総務費 項 総務管理費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

公共下水道費 ○公共下水道施設管理事業 （予算現額 105,863千円）
【水道課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 101,844 101,844
平成２９年度 90,568 90,568
増 減 額 11,276 11,276

【事業概要】平成２０年４月から供用開始し、１１年目となりました。
・平成３０年度末接続件数１，７４５件(接続率４１．２％)
・汚水流入量 ９１８，７７９㎥（昨年度８２８，７２２㎥）

【事業成果】継続的な公共下水処理施設の適正管理により、河川等の水質が保
全できました。

【不用額】 ４，０１９千円
◇主な理由：経費節約に努めた結果、需用費等に不用額が生じました。

【款 公共下水道費 項 公共下水道費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

公共下水道費 ○公共下水道施設整備事業 （予算現額 333,497千円）
【水道課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 257,590 36,200 0 178,800 28,162 14,428
平成２９年度 783,927 134,000 5,460 419,000 42,979 182,488
増 減 額 △526,337 △97,800 △5,460 △240,200 △14,817 △168,060
※その他：受益者負担金（現年度分・滞納繰越分）、工事負担金

【事業概要】高富処理区（高富地区）の水質・自然環境保全を目的に、管渠工
事（東深瀬地区）及び舗装本復旧工事（佐賀・東深瀬地区）を行い
ました。

【事業成果】管渠工事の施工により、供用開始区域面積が３４９ｈａとなりま
した。（計画：３５０ｈａ）

・管渠工事延長 Ｌ＝１．０ｋｍ

・積算業務委託 管渠・ポンプ設備 １．０式

【補助事業費】 ７２，４００千円
・舗装工事 ７２，４００千円

次頁につづく



- 257 -

【款 公共下水道費 項 公共下水道費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

公共下水道費 ○公共下水道施設整備事業 （つづき）
【水道課】

【単独事業費】 １８５，１９０千円
・舗装工事等 １６９，５２０千円
※（うち、繰越工事８８，４９７千円を含む。）
・委託業務、管渠、管路台帳整備 １０，１７７千円
・補償費 水道管支障移転等 ７７千円
・事務費等 ５，４１６千円

【不用額】 ７５，９０７千円
◇主な理由：設計・積算委託料（4,602千円）、工事請負費（71,073千円）

等の精算等による不用額が生じました。

元金 ○市債元金償還金 （予算現額 150,854千円）
【水道課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 150,853 150,853
平成２９年度 145,441 145,441
増 減 額 5,412 5,412

【事業概要】事業を実施するための財源として、これまで発行してきた市債
に係る元金分を計画に基づき償還しました。

【事業成果】市債残高を縮減することができました。

利子 ○市債利子償還金 （予算現額 86,752千円）
【水道課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 83,552 83,552
平成２９年度 84,027 84,027
増 減 額 △475 △475

【事業概要】市債に係る利子を計画に基づき償還しました。
【事業成果】借入金に対する金利分を適正に支出することができました。

【不用額】 ３，２００千円
◇主な理由：借入金額及び借入金利率が下がったことにより返済不用額が

生じました。
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【高富財産区特別会計】
（単位：千円）

会 計 名 予 算 現 額 支 出 済 額
高富財産区特別会計 ２，７００ ２，２４７

【款 管理会費 項 管理会費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

管理会費 ○管理会開催 （予算現額 148千円）
【総務課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 85 85
平成２９年度 79 79
増 減 額 6 6

【事業概要】７名の委員により、財産区保有の土地の維持管理等についての
協議、予算・決算の承認のため管理会を開催しました。

【事業成果】管理会を２回開催し、予算･決算、保有土地等について審議し、
適正に財産区の管理運営をすることができました。

【款 総務費 項 総務管理費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

一般管理費 ○財産の維持管理委託事業 （予算現額 1,617千円）
【総務課】

[事業費財源内訳表] （単位：千円）
特 定 財 源

区 分 事業費 国庫 県支出金 地方債 その他 一般財源
支出金

平成３０年度 1,471 1,471
平成２９年度 1,476 1,476
増 減 額 △5 △5

【事業概要】高富財産区保有の一部の土地の除草を、高富地区自治会連合会
に年間委託しました。

【事業成果】適正に維持管理することができました。


